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一
建
安
に
至
る
誄
の
史
誄
は
古
い
來
を
持
つ
文
體
で
あ
り
、
そ
の
現
存
す
る
最
古
の
も
の
は
魯
の
哀
公
が
孔
子
に
っ
た
も
の
ま
で
遡
る
と
さ
れ
る
（
１
）。
そ
の
誄
と
は
何
か
に
つ
い
て
は
、
の
『
禮
記
・
曾
子
問
』
の
一

に
附
さ
れ
た
鄭
玄
の
が
を
得
た
明
と
な
っ
て
い
る
。。
賤
不
誄
貴
、
幼
不
誄
長
、
禮
也
。
唯
天
子
、
稱
天
以
誄
之
。
	
侯
相
誄
、
非
禮
也
。
【
鄭
玄
】
誄
之
爲
言
累
也
。
累
舉
其

生
實
行
。
爲
誄
而
定
其
諡
、
以
稱
之
也
。
鄭
玄
の
に
よ
れ
ば
、
「
誄
の
意
味
は
、
累
積
で
あ
る
。
死
の
生
の
行
い
を
累
積
し
て
べ
る
。
誄
を
作
っ
て
、
諡 おく
り
なを
定
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
故
人
を
稱
す
る
」
の
で
あ
る
。
誄
は
、
禮
に
お
い
て
、
奠
（
出
棺
禮
）
の
際
に
讀
み
上
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
（
２
）、

の
行
列
で
は
げ
ら
れ
る
旌 は
たに
記
さ
れ
、
埋
で
は
棺
に
被
さ
れ
る
も
の
だ
っ
た
。
曹
植
の
「
武
誄
」
に
「
敢
揚

、
表
之
素
旗
。
乃
作
誄
曰
」、
ま
た
「
文
誄
」
に
「
何
以

、
表
之
素
旃
。
何
以
詠
功
、
宣
之
管
絃
。
乃
作
誄
曰
」
、
潘
岳
「
楊
荊
州
誄
」
に
「
敢
託
旒
旗
、
爰
作
斯
誄
」
等
と
あ
る
の
は
、
誄
が
旌
に
記
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
『
文
心
雕
龍
』
に
「
誄
累
也
。
累
其
行
、
旌
之
不
朽
也
」
と
あ
る
「
之
を
不
朽
に
旌 あら
はす
な
り
」
と
あ
る
の
は
、
や
は
り
旌
に
誄
を
書
き
記
し
た
こ
と
を
言
う
も
の
で
あ
る
。誄
は
、
後
か
ら
魏
晉
に
か
け
て
、
「
詩
賦
誄
」
の
稱
が
あ
る
よ
う
に
、
數
あ
る
文
體
の
中
で
も
特
に
重
な
地
位
を
占
め
て
い
た
。
し
か
し
當
初
か
ら
、
文
學
文
體
と
目
さ
れ
て
そ
の
よ
う
な
高
い

價
が
與
え
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
誄
は
、
口
頭
で
稱
え
ら
誄
と
哀
辭
と
哀
策
魏
晉
南
に
お
け
る
誄
の
分

松
原

れ
る
、
短
い
言
辭
で
あ
る
。
現
存
最
古
の
誄
で
あ
り
、
哀
公
が
孔
子
の
た
め
に
作
っ
た
誄
は
、
「
天
不
耆
老
、
莫
相
予
位
焉
、
嗚
呼
哀
哉
、
尼
父
」
（
『
禮
記
』
檀
弓
上
）
と
い
う
、
わ
ず
か
十
六
字
に
ぎ
な
い
。
釋
に
よ
れ
ば
、
「
尼
父
」
の
尼
は
、
哀
公
が
孔
子
に
與
え
た
謚
、
父
は
、
男
子
の
美
稱
だ
と
い
う
。
こ
の
例
の
よ
う
に
素
朴
な
口
誦
言
辭
に
ぎ
な
か
っ
た
た
め
に
、
誄
の
多
く
は
、
文
字
作
品
と
し
て
記
さ
れ
傳
え
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
滅
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
嚴
可
均
『
上
古
三
代
秦
三
國
六
文
』
を
見
て
も
、
	
以
	の
誄
は
、
極
め
て
少
な
い
。
誄
が
、
口
誦
言
辭
か
ら

け
出
て
、
文
學
作
品
と
し
て
價
さ
れ
る
水
準
に
す
る
の
は
、
當
時
最
大
の
文
人
で
あ
る
楊
雄
（
	
53―
後
18）
の
登
場
を
待
っ
た
（
３
）。
彼
の
手
の
中
で
、
誄
は
對
句
を
驅
使
し
、
典
故
を
ち
り
ば
め
る
修
辭
美
文
と
な
り
、
當
時
の
代
表
な
文
學
の
形
式
で
あ
る
賦
に
敵
す
る
文
學
樣
式
へ
と
長
す
る
。
誄
の
修
辭
上
の
基
本
型
は
、
こ
の
時
點
で
確
立
し
た
と
言
っ
て
よ
い
。
楊
雄
の
「
元
后
誄
」
は
、
新
の
皇
王
莽
の
生
母
で
あ
る
皇
太
后
の
た
め
に
、
王
莽
の
敕
命
を
奉
じ
て
作
ら
れ
た
（
４
）。
目
す
べ
き
は
、
こ
の
誄
が
、
諡
を
定
め
る
と
い
う
誄
本
來
の
機
能
を
持
た
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
楊
雄
の
時
代
に
は
、
皇
后
に
諡
を
與
え
る
規
定
は
な
く
、
つ
ま
り
誄
を
作
る
目
が
、
當
初
の
定
謚
と
い
う
實
用
性
か
ら
、
第
に
喪
儀
禮
を
嚴
に
る
た
め
の
演
出
へ
と
重
點
を
移
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
（
金
明
『
魏
晉
南
北
誄
文
究
』
人
民
文
學
出
版
）。
そ
し
て
そ
の
演
出
效
果
は
、
誄
の
言
語
表
現
を
鍛
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
文
學
へ
と
傾
斜
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
高
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
後
の
時
代
、
誄
の
制
作
は
、
文
人
の
表
へ
と
長
し
、
一
人
の
死
に
對
し
て
、
複
數
の
文
人
の
誄
が
獻
さ
れ
る
の
が
常
態

す
る
こ
と
に
な
る
。
誄
の
制
作
で

を
取
る
こ
と
が
、
文
人
と
し
て
の
名
聲
を
高
め
る
捷
徑
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
誄
の
お
か
れ
た
當
時
の
風
氣
を
物
語
る
、
有
名
な
話
柄
が
あ
る
。
後
の
杜
篤
（
？
―
78）は
、
く
し
て
 學
で
知
ら
れ
た
が
、
す
ぼ
ら
な
性
格
で
、
故
!で
は
大
事
に
さ
れ
な
か
っ
た
。
美
陽
に
い
た
と
き
、
そ
の
土
地
の
長
官
と
付
き
合
い
が
あ
っ
た
が
、
"み
事
を
し
た
の
に
聞
い
て
も
ら
え
ず
、
不
滿
を
漏
ら
し
た
。
こ
れ
に
腹
を
立
て
た
長
官
は
、
杜
篤
を
#捕
し
て
$に
%っ
た
。
た
ま
た
ま
大
司
馬
の
&
が
'く
な
り
、
光
武
は
文
人
た
ち
に
命
じ
て
誄
を
作
ら
せ
た
。
杜
篤
は
牢
獄
の
中
で
誄
を
作
っ
た
が
、
そ
の
優
れ
た
で
き
榮
え
に
皇
は
稱
讃
を
惜
し
ま
ず
、
襃
美
を
與
え
た
上
に
、
刑
も
(除
し
た
。
（『
後
書
』
杜
篤
傳
）
)點
の
第
一
は
、
後
初
代
の
光
武
の
時
代
に
、
す
で
に
誄
は
單
な
る
定
謚
の
た
め
の
實
用
文
體
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
。
定
謚
の
た
め
に
は
、
誄
は
一
つ
で
あ
る
べ
き
で
、
二
つ
以
上
の
誄
は
か
え
っ
て
混
亂
の
原
因
と
な
る
。
第
二
に
、
誄
は
す
で
に
書
記
さ
れ
た
「
文
學
作
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
六
集
2
品
」
と
し
て
鑑
賞
さ
れ
て
い
た
こ
と
。
皇
が
複
數
の
誄
を
求
め
た
の
は
、
誄
の
優
劣
を
競
わ
せ
る
た
め
で
あ
り
、
ま
た
誄
の
作
は
、
そ
の
作
品
の
で
き
榮
え
に
よ
っ
て
會
待
も
左
右
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
誄
は
、
楊
雄
の
「
元
后
誄
」
に
よ
っ
て
、
實
用
文
體
か
ら

文
體
へ
と
	皮
す
る
絲
口
を
得
た
が
、
そ
の
直
後
の
光
武
の
時
代
に
、
す
で
に
そ
の
方
向
は


さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
後
の
時
代
に
、
誄
は
重
文
體
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
一
時
に
、
そ
の
勢
い
は

に
よ
っ
て
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
後

の
後
期
は
、

の

期
だ
っ
た
。『
文
心
雕
龍
』
に
は
、「
後
以
來
、
碣
（
碣
は
圓
形
の

）
は
雲
の
ご
と
く
こ
る
」
と
べ
、
蔡
（
133―
192）
と
孔
融
（
153―
208）
を
そ
の
頂
點
に
位
置
す
る
作
家
と
し
て
特
記
し
て
い
る
。
し
か
し

の
制
作
は
、
ま
さ
に
そ
の
頂
點
に
し
た
建
安
十
年
（
205）、
魏
の
曹
操
が
出
し
た
奢
侈
厚
の
風

を
抑
制
す
る

禁
令
に
よ
っ
て
沈
す
る
（
５
）。
蔡
を
見
る
と
、
文
は
三
十
余
篇
（
斷
片
含
む
）
あ
る
の
に
、
誄
は
僅
か
に
一
篇
。
一
方
、

禁
令
後
の
曹
植
で
は
、
文
は
皆
無
、
そ
れ
で
い
て
誄
は
九
篇
、
ま
た
誄
の
別
體
で
あ
る
哀
辭
は
三
篇
と
な
っ
て
い
る
（
卷
末
の
附
記
參
照
）。
曹
植
に
お
け
る
文
の
激
減
と
、
こ
れ
に
反
比
例
す
る
誄
の

加
は
、

禁
令
の
直
接
の
結
果
で
あ
ろ
う
。
以
上
が
、
建
安
時
代
に
至
る
ま
で
の
誄
の
樣
子
で
あ
る
。
本
稿
は
、
建
安
以
の
文
學
史
の
中
で
、
こ
の
誄
が
ど
の
よ
う
に
展
開
す
る
か
を
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
二
重
文
體
と
し
て
の
誄
誄
は
、
後
に
儒
家
の
禮
が
一
世
を
風
靡
し
、
門
地
の
念
が
確
立
す
る
に
至
っ
て
、
喪
儀
禮
を
嚴
す
る
た
め
に
缺
く
べ
か
ら
ざ
る
重
文
體
と
な
っ
た
。
し
か
も
曹
操
に
よ
る

禁
令
の
後
は
、
競
爭
相
手
で
あ
っ
た

銘
の
制
作
が
頓
挫
し
た
た
め
に
、
誄
の
地
位
は
格
別
に
高
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
魏
晉
の
時
期
に
、
文
人
た
ち
は
誄
を
ど
の
よ
う
に
作
ろ
う
と
し
て
い
た
の
か
、
單
に
整
理
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
確
し
た
い
の
は
、
誄
は
、
文
人
に
と
っ
て
有
力
な
抒
 
! の
 手
 
段
 だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
單
に
典
禮
の
場
面
で
誄
を
披
露
す
る
こ
と
が
榮
"と
さ
れ
る
と
い
う
會

#價
の
問
題
で
は
な
く
、
そ
の
表
現
行
爲
そ
の
も
の
が
作
自
身
の
切
實
な
感
動
を
$っ
て
い
る
、
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
抒
!の
手
段
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
曹
植
の
「
荅
詔
示
%原
公
&誄
表
」
（『
太
%御
覽
』
596）
を
見
て
み
よ
う
。
奉
詔
、
竝
見
'思
(作
「
故
%原
公
&誄
」
。
文
義
相
扶
、
章
章
殊
興
、
句
 句
 感
 切
 、
哀
 動
 
) 明
 、
痛
 貫
 天
 地
 。
楚
王
臣
（
曹
）
彪
等
、
聞
臣
爲
讀
、
莫
不
揮
涕
。
誄
と
哀
辭
と
哀
策
（
松
原
）
3
こ
れ
は
、
曹
丕
が
女
兒
の
原
公
を
喪
っ
て
「
故
原
公
誄
」
を
作
り
、
そ
れ
を
詔
し
て
曹
植
に
讀
ま
せ
た
の
に
答
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
文
字
と
意
味
が
結
び
付
き
、
段
の

は
大
膽
で
、
句
の
表
現
に
は
感
が
こ
も
り
、
天
地
	明
の
心
を
哀
切
に
搖
る
動
か
す
ほ
ど
で
す
。
弟
の
曹
彪
ら
は
、
私
が

讀
す
る
の
を
聞
い
て
、
殘
ら
ず
を
流
し
て
い
ま
し
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、
誄
は
、
そ
れ
を
讀
み
、
聞
く

の
心
を
搖
さ
ぶ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
曹
植
自
身
も
、
當
然
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
誄
を
制
作
し
た
に
相
な
い
。
文
辭
を
る
だ
け
で
は
な
く
、
一
踏
み
ん
だ
切
實
な
抒
が
、
建
安
時
代
の
誄
の
特
と
な
っ
て
い
た
。
典
の
誄
か
ら
、
抒
の
誄
へ
。
そ
の
變
は
、
ほ
ぼ
百
年
を
て
る
二
人
の
文
人
の
眼
に
よ
っ
て
、
正
確
に
把
握
さ
れ
て
い
た
。
・
夫
文
本
同
而
末
。
蓋
奏
議
宜
。
書
論
宜
理
。
銘
誄

實
。
詩
賦
欲
麗
。
此
四
科
不
同
、
故
能
之

也
。
唯
才
能
備
其
體
（
曹
丕
「
典
論
・
論
文
」）
・
詩

而
綺
靡
、
賦
體
物
而
瀏
亮
、
披
文
以
相
質
、
誄
纒 。
緜 。
而 。
悽 。
愴 。
、
銘

而
潤
、
箴
頓
挫
而
壯
、
頌
優
游
以
彬
蔚
、
論
 
!而

暢
、
奏
徹
以
閑
、
"
#
$而
譎
誑
。
（
陸
機
「
文
賦
」）
曹
丕
は
、
「
%
銘
と
誄
は
、
（
故
人
の
經
&を
記
す
も
の
だ
か
ら
）
實
を
重
'す
る
」
と
(べ
る
。
こ
れ
は
、
曹
丕
自
身
の
誄
が
實
は


)
だ
っ
た
と
い
う
事
實
を
不
問
と
す
れ
ば
、
誄
に
つ
い
て
の
傳
統
)規
定
（
鄭
玄
*「
誄
之
爲
言
累
也
。
累
舉
其
生
實
行
。
爲
誄
而
定
其
諡
」
）
を
建
+と
し
て
繼
承
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
,の
時
代
の
陸
機
に
お
い
て
は
、
傳
統
)規
定
を
持
ち
出
す
こ
と
は
、
も
は
や
無
意
味
と
な
っ
て
い
た
。
曹
丕
で
は
「
銘
誄
」
と
し
て
一
括
さ
れ
て
い
た
%
銘
と
誄
を
、
陸
機
は
あ
え
て
-別
し
て
、
「
%
銘
は
、
典
な
表
現
を
用
い
て
、
安
定
感
を
優
先
す
る
。
誄
は
、
斷
ち
き
れ
ぬ
思
い
を
(べ
て
、
哀
傷
を
抑
制
し
な
い
」
と
性
格
づ
け
る
。
%
銘
に
つ
い
て
は
、
「
實
・
質
」
の
重
'と
い
う
點
で
、
曹
丕
と
陸
機
の
.に
相
は
な
い
。
し
か
し
誄
に
つ
い
て
、
陸
機
は
明
ら
か
に
抒
性
の
/出
を
0定
し
て
い
る
。
こ
の
誄
に
關
す
る
論
1の
相
は
、
兩
を
2て
る
百
年
の
時
.に
3こ
っ
た
誄
の
變
を
、
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
陸
機
と
同
時
代
の
摯
4（
？
―
311）
は
、
そ
の
「
文
章
流
別
論
」
で
以
下
の
よ
う
に
(べ
る
。
詩
頌
箴
銘
之
篇
、
皆
有
5古
文
、
可
放
依
而
作
。
惟
誄
無
定

制
、
故
作
多
焉
。
（『
太
御
覽
』
596）
「
詩
・
頌
・
箴
・
銘
は
、
典
型
と
す
べ
き
先
行
作
品
が
あ
る
。
し
か
し
誄
だ
け
は
典
型
が
な
い
の
で
、
作
ご
と
に
相
が
目
立
つ
」
と
い
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
六
集
4
う
指
摘
は
、
誄
が
當
時
、
ま
だ
變

の


に
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
曹
丕
と
陸
機
の
見
解
の
相
は
、
正
に
こ
こ
に
由
來
し
て
い
る
。
誄
は
、
魏
晉
の
時
代
に
多
く
の
文
人
を
惹
き
付
け
る
文
體
（
ま
た
文
學
の
別
）
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
誄
が
と
り
わ
け
哀
傷
に
關
す
る
抒
の
	と
し
て
、
大
き
な
可
能
性
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
（

６
）。
三
哀
辭
の
熟
魏
晉
の
時
期
に
、
誄
は
文
學
の
重
な
別
へ
と
長
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
お
よ
そ
そ
こ
に
死
へ
の
哀
し
み
が
存
在
す
る
と
こ
ろ
に
、
誄
は
領
域
を
擴
大
す
る
こ
と
に
な
る
。
誄
の
多
樣
の
趨
勢
は
、
不
可
と
な
っ
た
。
そ
の
一
つ
の
方
向
が
、
幼
兒
の
死
を
悼
む
誄
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
誄
は
、
會
功
績
の
あ
っ
た
人
物
を
顯
彰
し
、
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
謚
を
定
め
る
た
め
の
文
體
で
あ
り
、
幼
兒
に
誄
を
る
こ
と
は
、
想
定
外
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
點
で
は
、
曹
丕
が
生
後
一
箇
に
も
滿
た
ず
に
死
ん
だ
皇
女
に
「
故
原
公
誄
」
を
っ
た
こ
と
は
、
代
未
聞
の
こ
と
で
あ
る
。
曹
植
は
、
そ
の
誄
の
切
實
な
抒
表
現
を
、
「
文
義
相
扶
、
章
章
殊
興
、
句
句
感
切
、
哀
動
明
、
痛
貫
天
地
」
と
稱
讃
し
て
い
る
が
、
誄
と
し
て
規
格
外
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
當
時
に
お
い
て
、
曹
丕
が
幼
い
原
公
の
た
め
に
諡
を
定
め
、
ま
た
皇
み
ず
か
ら
が

の
儀
式
に
臨
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
禮
の
剩
を
批
す
る
聲
が
上
が
っ
て
い
る
（

７
）。
誄
は
、
定
謚
と
一
の
儀
禮
で
あ
り
、
曹
丕
の
こ
の
誄
の
制
作
が
、
批
の
念
頭
に
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
曹
丕
の
「
故
原
公
誄
」
に
お
い
て
、
誄
は
、
年
齡
の
制
を
踏
み
越
え
る
こ
と
で
、
一
つ
の
新
し
い
領
域
を
拓
い
た
。
そ
し
て
曹
植
に
お
い
て
、
誄
は
そ
の
方
向
に
さ
ら
に
一
を
め
て
、
幼
兒
の
死
を
悼
む
「
哀
辭
」
（
ま
た
哀
文
（

８
））
と
い
う
新
し
い
文
體
を
熟
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
「
哀
辭
」
に
つ
い
て
は
、
西
晉
・
摯
「文
章
流
別
論
」
の
 明
を
!
げ
よ
う
。哀
辭
、
誄
之
流
也
。
崔
"・
蘇
順
・
馬
融
等
爲
之
。
#以
施
於
童
殤
夭
折
不
以
壽
$
。
建
安
中
、
文
（
曹
丕
）
與
臨
%侯
（
曹
植
）
各
失
稚
子
、
命
徐
幹
・
劉
&等
爲
之
哀
辭
。
哀
辭
之
體
、
以
哀
痛
爲
、
'以
歎
息
之
辭
。
（
哀
辭
は
、
誄
の
一
種
で
あ
る
。
後
(の
崔
"・
蘇
順
・
馬
融
ら
が
作
っ
て
い
る
。
幼
く
し
て
夭
折
し
、
壽
命
を
盡
く
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
に
施
す
。
建
安
時
代
、
文
曹
丕
と
曹
植
は
幼
兒
を
)く
し
、
徐
幹
・
劉
*ら
に
哀
辭
を
作
ら
せ
た
。
哀
辭
の
誄
と
哀
辭
と
哀
策
（
松
原
）
5
文
體
は
、
哀
痛
を
と
し
、
息
の
言
を
添
え
る
も
の
で
あ
る
）
哀
辭
は
、
後
に
は
す
で
に
作
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
上
記
の
摯
「
文
章
流
別
論
」
や
、
『
後
書
』
文
傳
・
劉
『
文
心
雕
龍
』
な
ど
に
は
、
班
固
・
班
昭
・
崔
	・
蘇
順
・
張
升
・
馬
融
ら
の
哀
辭
が
言

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
後
の
哀
辭
が
結
果
と
し
て
殘
ら
な
か
っ
た
の
は
、
當
該
の
禮
の
場
を
離
れ
て
、
自
立
し
た
文
學
作
品
と
し
て
讀
み
繼
が
れ
な
か
っ
た
た
め
、
つ
ま
り
文
學
作
品
が
備
え
る
べ
き
樣
式
が
な
お
未
熟
だ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
す
る
に
哀
辭
は
、
建
安
時
代
に
な
っ
て
文
體
と
し
て
熟
し
た
と
見
な
し
て
大
あ
る
ま
い
（
９
）。
※
初
期
（
後
時
期
）
の
哀
辭
が
、
魏
晉
以
の
よ
う
な
夭
折
に
對
す
る
悼
の
文
體
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
疑
問
が
殘
る
。
後
で
傳
わ
る
唯
一
の
哀
辭
（
斷
片
）
は
、
班
固
「
馬
仲
哀
辭
」
で
あ
る
が
、
「
車
騎
將
軍
順
文
馬
仲
、
明
舅
也
。
從
車
駕
于
洛
水
、
橋
馬
、
入
水
溺
死
。

謂
侍
御
曰
。
班
固
爲
馬
上
三
十
哀
辭
」
（
『
太
御
覽
』
596・
『
後
文
』
26）
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
、
明
（
劉
莊
、
在
位
58―
75）
の
舅
で
、
車
騎
將
軍
・
順
文
侯
の
馬
仲
が
事
故
で
溺
死
し
た
の
を
悼
し
た
文
章
で
あ
る
。
ま
た
三
國
・
張
昭
の
「
徐
州
刺
史
陶
哀
辭
」
（
『
三
國
文
』
56）
は
、
徐
州
の
軍
閥
で
、
曹
操
と
戰
っ
て
敗
れ
た
陶
（
132―
194）
を
悼
し
た
文
章
で
あ
る
。
原
文
は
、
『
三
國
志
』
魏
志
陶
傳
の
に
引
か
れ
る
の
『
書
』
で
あ
る
。
「
書
曰
：
死
時
、
年
六
十
三
、
張
昭
等
爲
之
哀
辭
曰
：
「
猗
歟
使
君
、
君
侯
將
軍
、
膺
秉
懿
 、
允
武
允
文
、
體
足
剛
直
、
守
以
!仁
。
令
舒

盧
、
"愛
于
民
；
牧
幽
#徐
、
甘
棠
是
均
。
憬
憬
夷
、
貊
、
$侯
以
%；
蠢
蠢
妖
寇
、
匪
侯
不
&。
唯
念
績
、
'命
以
章
、
(牧
且
侯
、
)土
*陽
。
+升
上
將
、
受
號
安
東
、
將
世
,、
-稷
是
崇
。
年
不
永
、
奄
忽
.薨
、
喪
/失
恃
、
民
知
困
窮
。
曾
不
旬
日
、
五
郡
潰
0、
哀
我
人
斯
、
將
誰
仰
憑
。
思
靡

、
仰
1皇
穹
。
嗚
呼
哀
哉
」
。
張
昭
は
、
に
仕
え
た
文
人
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
建
安
文
學
と
は
直
接
の
接
點
を
持
た
な
い
。
馬
仲
・
陶
と
も
に
夭
折
で
は
な
い
。
こ
の
二
例
か
ら
2く
推
測
さ
れ
る
の
は
、
哀
辭
が
專
ら
夭
折

を
悼
す
る
文
體
と
な
る
の
は
、
曹
植
以
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
哀
辭
」
は
、「
誄
」
と
補
完
の
關
係
に
あ
る
。
誄
は
、
そ
も
そ
も
が
3力
（
天
子
・
皇
后
・
卿
・
大
夫
）
に
對
し
て
、
生
4の
功
績
を
數
え
上
げ
て
贊
美
し
、
そ
の
5價
を
踏
ま
え
て
謚
を
定
め
る
た
め
の
實
用
文
體
だ
っ
た
（

6）。
つ
ま
り
生
4の
功
績
が
な
い
夭
折
に
對
し
て
は
、
誄
を
作
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
誄
の
制
7を
破
る
た
め
に
登
場
し
た
の
が
哀
辭
だ
と
考
え
て
良
か
ろ
う
（

8）。
哀
辭
は
、
三
國
・
魏
の
曹
植
に
よ
っ
て
熟
し
た
。
「
金
瓠
哀
辭
」
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
六
集
6
「
行
女
哀
辭
」「
仲
雍
哀
辭
」
は
、
い
ず
れ
も
幼
少
で
く
な
っ
た
を
哀
悼
す
る
。
曹
植
は
、
一
に
も
滿
た
ず
に
く
な
っ
た
金
瓠
と
行
女
の
二
人
の
女
兒
の
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
哀
辭
を
制
作
し
た
。
ま
た
「
仲
雍
哀
辭
」
は
、
曹
丕
の
男
が
生
後
二
箇
で
く
な
っ
た
の
を
傷
ん
だ
作
。
曹
植
に
よ
っ
て
、
哀
辭
は
夭
折
を
悼
す
る
文
體
と
し
て
、
喪
文
學
に
新
し
い
表
現
領
域
を
付
け
加
え
る
こ
と
に
	功
し
た
。
西
晉
の
陸
機
・
潘
岳
の
哀
辭
は
、

ね
こ
の
方
向
を
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
る
。な
お
哀
辭
に
關
し
て
特
に
目
す
べ
き
は
、
西
晉
の
時
代
に
な
る
と
、
幼
兒
に
限
定
さ
れ
ず
、
特
定
範
圍
の
	人
（
官
職
に
な
い
私
人
）
に
對
し
て
も
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
潘
岳
の
「
陽
劉
氏
妹
哀
辭
」「
悲
生
辭
」「
哀
永
辭
」
は
、
い
ず
れ
も
	人
を
對
象
と
し
た
哀
辭
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
劉
氏
に
嫁
い
だ
妹
と
、
友
人
の
生
と
、
自
身
の
妻
の
死
を
悼
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
潘
岳
に
お
い
て
は
、
誄
と
哀
辭
の
分
岐
は
、
年
齡
を
な
條
件
と
す
る
の
で
は
な
く
、
相
手
が
官
職
に
あ
る
公
人
か
、
そ
れ
と
も
私
人
で
あ
る
か
を
條
件
と
す
る
も
の
に
變
し
て
い
る
。
誄
は
、
そ
も
そ
も
力
を
握
り
、
會
功
績
を
積
ん
だ
だ
け
を
對
象
と
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
誄
を
る
こ
と
が
で
き
な
い
樣
々
な
に
對
し
て
は
、
哀
辭
を
も
っ
て
こ
れ
に
當
て
る
の
で
あ
る
（

）。
妻
を
悼
ん
だ
「
哀
永
辭
」
は
、
「
悼
賦
」「
悼
詩
三
首
」
な
ど
と
一
の
作
品
群
を
	す
も
の
と
し
て
、
文
學
史
上
に
と
り
わ
け
重
な
位
置
を
占
め
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
「
悲
生
辭
」
を
瞥
見
し
て
み
よ
う
。
文
公
之
裔
、
子
元
舅
（
長
舅
）
之
洪
冑
（
後
代
）。
操
確
其
不
拔
、
譽
而
日
就
。
妙
邦
畿
而
高
察
、
雄
州
閭
以
擢
秀
。
實
矣
、
而
休
名
未
衍
。
其
財
至
貧
、
其
位
至
賤
。
而
死
之
日
。
 
盈
庭
。
停
余
車
而
在
郊
、
撫
靈
!以
"悲
。
瞻
轜
容
而
想
像
、
曾
無
覿
乎
餘
輝
。
#子
兮
境
垂
、
永
訣
兮
路
岐
。
一
別
兮
長
$、
盡
哀
兮
%離
。
（
君
は
、
の
文
公
の
末
裔
で
、
子
&の
元
舅
の
後
代
に
當
た
る
。
操
を
立
て
て
た
ゆ
ま
ず
、
'里
の
(れ
は
日
々
に
高
ま
る
。
郡
縣
で
名
と
な
り
、
州
里
か
ら
推
)さ
れ
た
。
優
れ
た
仁
*は
秀
で
た
が
、
良
き
名
は
未
だ
+め
ら
れ
な
か
っ
た
。
家
,は
貧
し
く
、
官
位
は
低
か
っ
た
。
し
か
し
く
な
っ
た
時
に
は
、
弔
問
の
客
が
庭
に
溢
れ
た
。
私
は
、
野
邊
に
車
を
停
め
て
、
柩
を
撫
し
つ
つ
悲
し
み
に
沈
む
。
柩
車
を
見
て
は
在
り
し
日
の
-を
思
い
出
す
、
も
う
君
の
風
采
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
。
君
を
地
の
果
て
に
#り
、
分
か
れ
.で
最
後
の
別
れ
を
%げ
る
。
一
た
び
別
れ
る
と
も
う
會
う
こ
と
も
な
い
、
哀
し
み
を
盡
く
し
て
別
れ
を
%げ
る
の
だ
）
誄
と
哀
辭
と
哀
策
（
松
原
）
7
生
は
、
經
が
不
詳
で
あ
る
。
つ
ま
り
官
界
で
の
榮
を
げ
る
こ
と
な
く
、
く
し
て
く
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
公
か
ら
の
家
系
を
誇
る
か
ら
に
は
、
そ
れ
な
り
の
	族
の
出
身
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
當
時
は


し
て
「
其
財
至
貧
、
其
位
至
賤
」
と
い
う
境
に
沈
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
誄
を
る
に
は
、
會
な
地
位
も
功
績
も
な
い
。
潘
岳
は
こ
の
よ
う
な
年
に
對
し
て
、
哀
辭
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。
誄
は
、
身
分
制
を
持
つ
文
體
で
あ
る
。
そ
こ
に
こ
の
よ
う
な
哀
辭
を
加
え
る
こ
と
で
、
齡
・
老
齡
、
公
人
・
私
人
の
て
の
の
死
を
對
象
と
す
る
禮
の
文
學
が
熟
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
（

）。
四
哀
策
の
出
現
誄
は
、
魏
晉
時
期
に
流
行
す
る
中
で
、
い
わ
ば
哀
辭
を
生
し
た
。
本
で
論
ず
る
哀
策
も
、
ま
た
同
樣
に
誄
か
ら
生
し
た
文
體
で
あ
る
。
哀
策
は
、
皇
・
皇
后
・
太
子
・
太
子
妃
に
つ
い
て
、
そ
の
行
を
べ
て
、
謚
を
定
め
る
文
章
で
あ
る
。
哀
策
の
記
事
は
す
で
に
『
後

書
』
に
見
え
て
い
る
（

）。
ま
た
現
存
す
る
最
古
の
哀
策
は
、
嚴
可
均
『

後
文
』
５
が
「
東
 
!王
哀
策
」
と
し
て
收
"す
る
、
後
の
章

（
劉
#、
在
位
76―
88）
が
東
 
!王
の
劉
$に
っ
た
「
策
」
で
あ
る
。
%
、
策
&曰
、
「
惟
建
初
八
年
（
後
83）
三
'己
卯
。
皇
曰
、
咨
王
丕
顯
、
(勞
王
室
。
親
受
策
命
、
昭
于
)世
。
出
作
蕃
輔
、
克
愼
明
*。
+禮
不
越
、
傅
,在
下
。
昊
天
不
弔
、
不
報
上
仁
。
俾
屏
余
一
人
、
夙
夜
煢
煢
、
靡
有
-
.。
今
詔
有
司
、
加
賜
鸞
輅
乘
馬
龍
/九
旒
、
虎
賁
百
人
、
奉
0王
行
。
匪
我
!王
、
其
孰
離
之
。
魂
而
有
靈
、
保
茲
寵
榮
。
嗚
呼
哀
哉
」
。
（
『
後
書
』
列
傳
42
「
東
 王
$傳
」）
こ
の
よ
う
な
「
策
」
が
、
嚴
密
な
意
味
で
魏
晉
以
1の
哀
策
に
相
當
す
る
か
ど
う
か
は
、
一
考
を
2す
る
。
①
『
後
書
』
に
は
「
謚
&策
」
の
用
語
も
見
え
て
お
り
、
こ
れ
と
の
識
別
が
必
2に
な
ろ
う
。
ま
た
②
「
今
詔
有
司
、
加
賜
鸞
輅
乘
馬
龍
/九
旒
、
虎
賁
百
人
、
奉
0王
行
」
は
、
死
に
對
す
る
「
3&」
（
賜
り
物
）
の
記
で
あ
る
。
4奠
の
儀
禮
で
は
、
3の
明
細
を
方
（
板
）に
記
し
た
も
の
を
讀
み
上
げ
た
（

5）。
と
す
れ
ば
、
こ
の
「
策
」
は
、
3と
の
關
係
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
最
も
重
2な
意
點
は
、
③
こ
の
策
が
6&王
&に
對
し
て
ら
れ
た
と
い
う
事
實
で
あ
る
（

7）。
魏
晉
以
1の
哀
策
に
は
嚴
密
な
身
分
規
定
が
あ
り
、
6王
に
對
し
て
哀
策
が
作
ら
れ
る
例
は
存
在
し
な
い
。
こ
れ
ら
三
點
を
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
「
策
」
は
、
多
く
の
機
能
を
含
ん
だ
未
分
8の
段
階
に
あ
る
も
の
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
魏
晉
以
1に
明
確
8す
る
哀
策
と
は
同
列
に
9う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
六
集
8
魏
晉
の
哀
策
の
劈
頭
に
位
置
す
る
の
は
、
魏
の
文
・
曹
丕
が
父
親
の
曹
操
の
た
め
に
作
っ
た
「
武
哀
策
文
」
（
『
文
聚
』
13
收
）
で
あ
る
。
曹
丕
が
、
同
年
に
じ
た
曹
操
を

し
て
魏
武
と
し
た
の
は
	初
元
年
（
220）
の
十
一

で
あ
り
、
こ
の
哀
策
は
そ
の
時
の
制
作
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
明
（
曹
睿
）
の
「
甄
皇
后
哀
策
文
」
が
龍
二
年
（
234）
三

に
作
ら
れ
て
い
る
（

）。
こ
の
十
數
年
の
經
の
中
で
、
哀
策
は
、
皇
と
皇
后
に
對
す
る
文
體
と
し
て
定
立
す
る
。
し
か
も
下
っ
て
、
西
晉
の
張
が
「
武
哀
策
文
」
「
武
元
楊
皇
后
策
文
」
を
作
る
に
ん
で
、
哀
策
は
皇
・
皇
后
に
對
す
る
特
殊
な
文
體
と
し
て
、

の
禮
の
中
に
定
し
た
と
見
て
良
か
ろ
う
（

）。
哀
策
は
、
以
に
遡
る
古
い
經
は
と
も
か
く
と
し
て
、
實
態
と
し
て
は
、
魏
晉
の
時
代
に
誄
か
ら
生
し
た
も
の
と
理
解
す
べ
き
で
あ
り
、
兩
は
極
め
て
い
位
置
に
あ
る
（

）。
摯
「
文
章
流
別
論
」
（
『
太
御
覽
』
596「
哀
策
」
に
收
）
に
は
、
「
今
爲
哀
策
、
古
誄
之
義
」
と
明
さ
れ
て
い
る
の
は
、
大
い
に
示
唆
 で
あ
る
。
哀
策
を
靜
 に
捉
え
て
、
單
に
誄
と
の
似
を
言
う
も
の
で
は
な
く
、
!史
 
"點
か
ら
動
 に
捉
え
て
、
頃
作
ら
れ
る
新
し
い
哀
策
は
、
か
つ
て
の
誄
の
機
能
に
相
當
す
る
、
と
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。
哀
策
は
、
確
か
に
曹
丕
の
「
武
哀
策
文
」
に
よ
っ
て
、
從
來
と
は
#な
る
新
し
い
文
體
へ
と
變
貌
し
た
の
で
あ
る
。
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
で
は
哀
策
は
、
如
何
な
る
文
體
な
の
か
。
そ
れ
は
皇
・
皇
后
（
後
に
太
子
・
太
子
妃
も
）
を
對
象
と
し
た
誄
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
文
人
の
自
由
な
制
作
に
任
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
皇
み
ず
か
ら
の
手
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
敕
命
を
受
け
た
皇
の
代
理
人
で
あ
る
史
官
の
手
に
よ
っ
て
、
制
作
さ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
哀
策
が
誄
と
同
じ
も
の
で
あ
れ
ば
、
あ
え
て
新
し
い
文
體
を
付
け
加
え
る
必
$は
な
い
。
そ
こ
に
は
哀
策
を
必
$と
す
る
特
定
の
事
%が
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
誄
の
中
に
あ
っ
て
、
皇
に
對
す
る
誄
が
特
例
と
し
て
の
位
置
づ
け
に
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
特
例
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
獨
立
し
た
文
體
と
し
て
誄
か
ら
切
り
離
す
の
が
、
合
理
 で
あ
る
。
誄
に
は
、
上
位
が
下
位
に
賜
る
と
い
う
身
分
 制
&が
あ
る
。
唯
一
の
例
外
が
天
子
（
皇
）
に
對
す
る
誄
で
あ
り
、
そ
の
場
合
は
、
臣
の
立
場
で
は
な
く
、
皇
の
上
位
で
あ
る
天
の
名
義
を
借
り
て
誄
を
作
る
の
で
あ
る
。
賤
不
誄
貴
、
幼
不
誄
長
。
禮
也
。
唯
'天
'子
'、
稱
'天
'以
'誄
'之
'。
（『
禮
記
』
曾
子
問
）
哀
策
と
は
、
そ
の
例
外
に
當
た
る
皇
に
對
す
る
誄
が
、
誄
か
ら
獨
立
し
た
も
の
と
考
え
る
と
分
か
り
や
す
い
。
も
っ
と
も
哀
策
は
、
天
の
名
義
を
借
り
て
誄
を
作
る
（
稱
天
以
誄
之
）
誄
と
哀
辭
と
哀
策
（
松
原
）
9
と
い
う
念

な
形
式
は
取
ら
な
か
っ
た
。
皇
の
分
身
で
あ
る
史
臣
が
、
皇
の
代
筆
を
す
る
。
つ
ま
り
哀
策
は
、
名
義
に
は
皇
み
ず
か
ら
の
制
作
と
い
う
直
接

な
形
式
を
取
る
の
で
あ
る
。
そ
の
經
を
傳
え
る
の
が
、
西
晉
の
初
代
皇
・
武
司
馬
炎
の
生
母
に
當
た
る
皇
太
后
に
關
す
る
記
事
で
あ
る
。
（
泰
始
）
四
年
、
后
、
時
年
五
十
二
、
合
崇
陽
陵
。
將
	

、
手
疏
后

行
、
命
史
官
爲
哀
策
曰
：
…
…
（
『
晉
書
』
31
「
文
明
王
皇
后
傳
」）
泰
始
四
年
（
268）、
皇
太
后
が
く
な
り
、
夫
君
で
あ
る
先
代
文

（
司
馬
昭
）
の
陵
に
合
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
時
、
武

は
み
ず
か
ら
皇
太
后
の

行
を
書
き
記
し
、
史
官
に
命
じ
て
そ
れ
を
據
り
に
哀
策
を
制
作
さ
せ
た
。
そ
の
哀
策
は
、
文
が
『
晉
書
』
に
記
載
さ
れ
る
が
、
實
作
＝
史
官
の
名
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
不
明
と
い
う
點
こ
そ
が
、
重
な
意
味
を
持
つ
。
つ
ま
り
史
官
は
、
皇
の
「
子
」
と
し
て
名
の
ま
ま
振
っ
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
史
官
は
、
皇
か
ら
渡
さ
れ
た
メ
モ
に
從
っ
て
、
哀
策
の
制
作
に
當
た
っ
て
い
る
。
こ
の
一
の
事
實
は
、
哀
策
が
、
個
人
と
し
て
の
文
人
の
制
作
で
は
な
く
、
皇
の
忠
實
な
る
代
理
人
に
よ
っ
て
代
筆
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
作
は
皇
本
人
で
あ
る
と
言
っ
て
も
差
支
え
な
か
ろ
う
。
晉
の
作
闕
名
の
哀
策
は
、
こ
の
「
文
明
王
太
后
哀
策
文
」
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
西
晉
で
は
「
武
元
楊
皇
后
哀
策
文
」
、
東
晉
で
は
「


哀
策
文
」
「
康
哀
策
文
」
「
穆
哀
策
文
」
「
文
哀
策
文
」
と
、
闕
名
の
哀
策
が
竝
ん
で
い
る
（

）。
魏
で
は
、
文
（
曹
丕
）・
明
（
曹
睿
）
と
、
皇
み
ず
か
ら
が
哀
策
の
作
で
あ
っ
た
の
が
特
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
晉
で
は
、
こ
の
よ
う
に
闕
名
の
哀
策
が
特
と
な
っ
て
い
る
。
考
え
て
も
見
れ
ば
、
皇
や
皇
后
、
皇
太
后
の
哀
策
を
任
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
時
代
を
代
表
す
る
能
文
家
で
あ
っ
た
に
相
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
名
が
傳
わ
ら
な
い
こ
と
は
、
作
を
名
と
す
る
仕
組
み
が
働
い
て
い
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
作
の
名
性
、
そ
れ
は
「
皇
の
特
命
を
受
け
た

の
史
官
」
を
あ
え
て
無
記
名
の
ま
ま
に
据
え
置
く
こ
と
で
あ
り
、
哀
策
の
制
作
 を
皇
が
掌
握
し
よ
う
と
す
る
鞏
固
な
意
思
の
表
れ
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
皇

の
名
義
に
よ
る
哀
策
の
制
作
と
い
う
點
に
お
い
て
、
魏
と
晉
と
そ
の
現
れ
方
は
ま
る
で
!な
る
よ
う
に
見
え
て
、
そ
の
本
質
に
お
い
て
は
"接
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
哀
策
が
、
皇
の
名
義
で
作
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
『
文
#』
卷
58に
收
め
ら
れ
る
二
篇
の
代
表
な
哀
策
に
お
い
て
も
確
$で
き
る
。
顏
%之
の
「
宋
文
皇
元
皇
后
哀
策
文
」
は
、
宋
の
文
（
劉
義
&）
の
皇
后
に
對
す
る
哀
策
で
あ
る
。
そ
の
制
作
の
經
は
、
『
宋
書
』
41
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
六
集
10
「
文
元
袁
皇
后
傳
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
（
皇
后
）
于
顯
陽
殿
、
時
年
三
十
六
。
上
甚
相
悼
痛
、
詔

永
嘉
太
守
顏

之
爲
哀
策
、
文
甚
麗
。
其
辭
曰
、
「
惟
元
嘉
十
七
年
七
二
十
六
日
。
大
行
皇
后
于
顯
陽
殿
。
九
二
十
六
日
。
將
座
于
長
	陵
。
禮 。
也 。
。
…
…
乃
命
史
臣
、
誄


懷
。
其
辭
曰
…
…
撫
存
悼
、
感
念
懷
昔
。
嗚
呼
哀
哉
。
…
…
」。
策
奏
、
上
自
「
撫
存
悼
、
感
今
懷
昔
」
八
字
、
以
其
意
焉
。
目
す
べ
き
點
は
二
つ
あ
る
。
第
一
は
、
哀
策
文
中
に
「
乃
ち
史
臣
に
命
じ
て
、
を
累
ね
懷
を
べ
し
む
」
と
あ
っ
て
、
顏
之
が
自
ら
を
史
臣
と
稱
す
る
點
で
あ
る
。
つ
ま
り
皇
の
敕
命
を
受
け
た
顏
之
は
、
個
人
で
は
な
く
、

に
仕
え
る
嚴
正
で
公
な
史
臣
（
皇
の
代
理
人
）の
格
で
制
作
に
あ
っ
た
と
表
明
し
て
い
る
。
第
二
に
、
哀
策
の
制
作
體
は
、
皇
自
身
で
あ
る
。
後
に
見
え
る
「
存
を
撫
し
て
を
悼
み
、
今
を
感
じ
て
昔
を
懷
う
」
の
八
字
は
、
『
宋
書
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
哀
策
を
讀
ん
だ
文
が
、
み
ず
か
ら
加
筆
し
て
い
る
。
つ
ま
り
皇
は
、
史
臣
の
顏
之
に
代
作
を
命
じ
、
最
後
の
仕
上
げ
は
自
分
自
身
が
當
た
っ
た
の
で
あ
る
。
も
う
一
篇
の
哀
策
は
、
謝
の
「
齊
皇
后
哀
策
文
」
で
あ
る
。
東
昏
侯
蕭
寶
卷
（
在
位
498―
501）
の
詔
を
承
け
て
、
皇
太
后
の
た
め
に
謝
が
制
作
し
た
も
の
で
あ
る
。
惟
永
泰
元
年
秋
九
朔
日
。
皇
后
梓
宮
自
先
塋
。
將
於
某
陵
。
其
日
至
親
奉
奠
某
皇
。
乃
使
太
尉
某
設
於
行
宮
。
禮 。
也 。
。
…
…
旋
詔
左
言
。
光
 
!善
。
其
辭
曰
：
…
…
閔
予
不

"。
#訓
早
$。
方
年
沖
藐
。
懷
%靡
依
。
家
臻
寶
業
。
身
嗣
昌
暉
。
壽
宮
寂
&。
'廟
(歸
。
嗚
呼
哀
哉
。
…
…
嗚
呼
哀
哉
。
こ
こ
で
も
二
點
に
目
し
た
い
。
第
一
は
、
哀
策
の
序
に
「
旋
ち
左

言
（
史
官
）
に
詔
し
、
光 おほ
ひに
!善
を
 か
し
む
」
（
そ
こ
で
史
官
に
詔
し
て
、
皇
后
の
!
を
べ
さ
せ
た
）
と
べ
て
い
る
點
で
あ
る
。
第
二
に
、
哀
策
の
後
段
に
、
「
閔
れ
な
る
か
な
予
が
佑 さひ
はひ
な
ら
ざ
る
こ
と
、
#訓
に
早
く
$う
」
（
悲
し
い
こ
と
に
私
は
不
幸
に
も
、
幼
く
し
て
母
の
訓
)を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
）
と
べ
る
よ
う
に
、
哀
策
に
お
け
る
抒
*の

體
は
皇
・
東
昏
侯
で
あ
り
、
代
作
+・
謝
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
皇
み
ず
か
ら
の
手
に
,る
哀
策
。
こ
の
よ
う
な
特
別
の
も
の
に
仕
立
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
哀
策
は
、
從
來
の
誄
か
ら
「
!別
」
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
誄
と
哀
辭
と
哀
策
（
松
原
）
11
と
こ
ろ
で
哀
策
の
立
に
は
、
別
と
い
う
念
論
と
は
元
を

に
す
る
、
も
う
一
つ
の
必
性
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
魏
晉
以
の
流
行
が
も
た
ら
し
た
と
こ
ろ
の
誄
の
濫
作
、
誄
の
規
範
の
混
亂
が
あ
っ
た
。
	

し
た
幼
少
や
無
官
の
死
を
悼
む
哀
辭
は
、
そ
の
混
亂
の
中
か
ら
生
し
た
新
し
い
文
體
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
一
方
、
こ
の
哀
策
は
、
規
範
を
失
っ
て
價
値
が
下
し
た
誄
を
、
も
う
一
度
規
範
す
る
必

の
中
か
ら
生
し
た
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
哀
辭
と
哀
策
は
、
同
じ

況
の
中
か
ら
生
じ
た
、
く
相
な
る
二
つ
の
反
應
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
誄
は
、
そ
も
そ
も
禮
の
中
に
位
置
す
る
禮
の
文
體
で
あ
る
。
そ
れ
は
殯
・
奠
の
禮
の
場
面
で
讀
み
上
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
「
賤
不
誄
貴
、
幼
不
誄
長
。
禮
也
。
唯
天
子
稱
天
以
誄
之
。
侯
相
誄
、
非
禮
也
」
（
『
禮
記
』
曾
子
問
）
と
い
う
嚴
格
な
身
分
規
制
の
中
で
威
を
張
す
る
文
體
だ
っ
た
。
こ
の
點
で
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、
先
の
顏
之
「
宋
文
皇
元
皇
后
哀
策
文
」
・
謝
「
齊
皇
后
哀
策
文
」
の
序
の
中
に
共
に
置
か
れ
た
「
禮 。
也 。
」
の
二
文
字
で
あ
る
。
つ
ま
り
哀
策
は
、
禮
の
確
を
し
て
禮
の
嚴
を
圖
り
、
皇
の
威
を
高
め
と
う
と
す
る
目
の
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
「
格
別
な
誄
」
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
誄
は
、
本
來
は
禮
の
一
部
と
し
て
、
嚴
格
に
規
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
す
で
に
後
 に
お
い
て
文
人
の
自
由
な
制
作
に
任
せ
ら
れ
、
魏
晉
に
至
っ
て
そ
の
傾
向
が
さ
ら
に
加
!さ
れ
る
中
で
、
文
學
作
品
と
し
て
の
表
現
力
は
格
段
に
"
#さ
れ
た
が
、
禮
の
規
定
か
ら
し
ば
し
ば
$
%す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
誄
の
$
%は
、
二
つ
の
側
面
に
整
理
で
き
よ
う
。
一
つ
は
、
禮
の
段
取
り
か
ら
の
$
%で
あ
る
。
『
&禮
』
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
誄
は
、
出
棺
を
控
え
た
奠
と
い
う
禮
の
場
面
で
宣
讀
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
（
２
參
照
）。
し
か
し
曹
植
が
生
母
の
死
を
'悼
し
た
「
卞
太
后
誄
」
の
よ
う
に
、
任
地
に
い
て
、
禮
に
參
加
で
き
な
い
況
の
中
で
作
ら
れ
る
誄
も
、
出
現
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
禮
の
中
の
機
能
を
想
定
し
な
い
で
作
ら
れ
る
誄
と
は
、
も
は
や
禮
の
文
體
で
は
な
く
、
死
へ
の
哀
傷
の
感
を
表
白
す
る
私
な
抒
の
文
體
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
私
誄
の
出
現
で
あ
る
。
上
位
が
下
位
に
對
し
て
誄
を
與
え
、
又
そ
れ
を
根
據
に
諡
號
を
與
え
る
、
と
い
う
の
が
禮
の
規
定
で
あ
る
。
し
か
し
後
 に
な
る
と
、
親
族
同
士
で
、
ま
た
門
人
が
師
匠
に
對
し
て
誄
を
作
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
諡
號
を
定
め
る
(慣
が
定
)す
る
。
私
誄
の
出
現
で
あ
る
。
魏
の
桓
範
（
？
―
249）
は
、
「
世

論
」
の「
銘
誄
」
の
條
に
の
よ
う
に

べ
る
。
賞
生
以
*祿
、
榮
死
以
誄
諡
、
是
人
權
柄
而
 世
不
禁
。
使
私
稱
與
王
命
爭
流
、
臣
子
與
君
上
倶
用
、
善
惡
無
章
、
得
失
無
效
。
中
國
詩
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豈
不
哉
（『
三
國
文
』
37）。
生
き
て
い
る
に
は
、
・
祿
を
も
っ
て
恩
賞
を
與
え
、
死
ん
だ

に
は
、
誄
・
謚
を
も
っ
て
榮
を
與
え
る
。
こ
れ
は
人
の
限
で
あ
る
が
、
	の
時
代
に
嚴
格
に

用
し
な
か
っ
た
。
こ
の
結
果
、
私
稱
號
（
私
謚
）
と
王
の
任
命
（
謚
）
が
拮
抗
し
、
臣
と
君
が
竝
立
し
、
善
惡
の
基
準
が
曖
昧
に
な
り
、
得
失
が
別
が
滅
し
た
。
こ
れ
は
失
敗
だ
っ
た
。
「
賤
不
誄
貴
、
幼
不
誄
長
。
禮
也
。
唯
天
子
稱
天
以
誄
之
。
侯
相
誄
、
非
禮
也
」
と
い
う
禮
と
非
禮
と
を
分
か
つ
嚴
格
な
禮
制
の
弛
が
、
結
果
と
し
て
、
私
誄
・
私
謚
の
濫
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
文
章
は
、
こ
の
事
態
に
對
す
る
批
で
あ
る
（

）。
『
後
	書
』
62荀
傳
の
李

が
引
く
皇
甫
謐
『
高
士
傳
』
に
、
「
（
荀
）
字
叔
、
少
有
俊
才
、
動
止
以
禮
。
…
…
卒
、
學
士
惜
之
、
誄

二
十
六
人
。
潁
陰
令
丘

號
曰
玄 。
行 。
先 。
生 。
」
と
あ
る
。
二
十
六
人
が
荀
に
っ
た
と
い
う
そ
の
誄
は
、
も
と
よ
り
私
誄
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
中
に
は
、
「
賤
不
誄
貴
、
幼
不
誄
長
」
の
規
定
に
反
し
て
、
彼
よ
り
も
官
位
が
低
く
、
ま
た
年
齡
の
少
い
も
含
ま
れ
て
い
た
だ
ろ
う （

）
。
ま
た
潁
陰
令
の
丘
が
っ
た
「
玄
行
先
生
」
が

の
議
を
經
な
い
私
謚
で
あ
る
こ
と
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
よ
う
に
禮
の
規
定
に
 反
す
る
誄
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
も
は
や
そ
の
ま
ま
で
は
皇
!た
ち
の
威
あ
る
禮
に
相
應
し
く
な
く
な
る
。
哀
策
と
い
う
新
し
い
文
體
が
必
"と
さ
れ
た
理
由
は
、
こ
こ
に
あ
る
。
六
哀
策
の
行
哀
策
は
、
魏
の
文
!・
曹
丕
に
濫
觴
し
、
西
晉
の
時
期
に
安
定
し
た
文
體
と
し
て

の
禮
の
中
に
確
立
す
る
（

#）。
以
下
に
、
嚴
可
均
『

上
古
三
代
秦
	三
國
六
文
』
に
收
め
る
魏
晉
南
の
哀
策
を
、
制
作
時
期
に
從
っ
て
列
$す
る
。
（
誄
も
存
す
る
場
合
は
、
括
弧
に
示
す
）
【
魏
】曹
丕
（
魏
文
!）「
武
!哀
策
文
」
（
曹
植
「
武
!誄
」）
曹
睿
（
魏
明
!）「
甄
皇
后
哀
策
文
」
【
西
晉
】
張
%「
元
皇
后
哀
策
文
」
潘
岳
「
景
獻
皇
后
哀
策
文
」
張
%「
武
!哀
策
文
」
（
潘
岳
「
世
&武
皇
!誄
」）
闕
名
「
武
元
楊
皇
后
哀
策
文
」
司
馬
衷
（
惠
!）「
愍
懷
太
子
哀
策
」
闕
名
「
文
明
王
太
后
哀
策
文
」
【
東
晉
】
郭
璞
「
元
皇
!哀
策
文
」
誄
と
哀
辭
と
哀
策
（
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闕
名
「

哀
策
文
」
闕
名
「
康
哀
策
文
」
闕
名
「
穆
哀
策
文
」
闕
名
（
實
は
王
の
制
作
？
）「
文
哀
策
文
」
王
「
孝
武
哀
策
文
」
【
劉
宋
】
顏
之
「
宋
文
皇
元
皇
后
哀
策
文
」
謝
莊
「
皇
太
子
妃
哀
策
文
」
謝
莊
「
孝
武
宣
貴
妃
誄
（

）」
謝
莊
「
孝
武
哀
策
文
」
【
南
齊
】
王
儉
「
高
哀
策
文
」
（
江
淹「
齊
太
	高
皇
誄
」）
王
儉
「
皇
太
子
妃
哀
策
文
」
謝

「
齊
皇
后
哀
策
文
」
王
融
「
皇
太
子
哀
策
文
」
沈
「
齊
明
哀
策
文
」
任
「
王
貴
嬪
哀
策
文
」
【
梁
】張
「
丁
貴
嬪
哀
策
文
」
王
「
昭
明
太
子
哀
冊
文
」
沈
炯
「
武
哀
策
文
」
【
陳
】徐
陵
「
陳
文
皇
哀
冊
文
」
江
總
「
陳
宣
哀
策
文
」
一
見
す
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
西
晉
か
ら
南
齊
ま
で
の
二
百
年
余
り
が
哀
策
の

期
で
あ
り
、
梁
陳
に
は
明
ら
か
に
衰
期
に
入
る
。
特
に
南
齊
の
後
二
十
年
の
短
期
に
六
篇
の
哀
策
が
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
目
し
て
良
か
ろ
う
。
こ
の
時
期
、
哀
策
の
制
作
は
、
文
人
の
最
も
榮
と
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
私
誄
と
は
な
っ
て
、
そ
こ
に
は
皇
の
囑
任
が
必
で
あ
り
、
い
わ
ば
當
代
隨
一
の
文
人
の
價
が
あ
っ
て
、
初
め
て
そ
の
に
與
か
る
こ
と
が
叶
う
の
で
あ
る
。
か
つ
て
文
人
の
最
高
の
榮
は
、
國
家
の
典
禮
に
お
い
て
、
典
禮
文
を
制
作
披
露
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
任
務
に
當
た
る
こ
と
（
ま
た
そ
の
人
）
を
「
大
手
筆
」
と
呼
ん
だ
。
南
に
お
い
て
、
大
手
筆
と
は
皇
の
御
に
際
し
て
哀
策
（
誄
）
を
制
作
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
か
っ
た （

）
。
（
文
）

好
典
、
（
王
）
與
殷
仲
堪
・
徐
 ・
王
恭
・
中
國
詩
文
論
叢
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恢
等
竝
以
才
學
文
章
見
昵
於
。
…
…

人
以
大
筆
如
椽
與
之
、
覺
、
語
人
云
、「
此
當
有
大
手
筆
事
」。
俄
而

、
哀
冊

諡
議
、
皆

	

。
（『
晉
書
』
65「
王
傳
」）
東
晉
の
文
（
司
馬
、
在
位
371―
372）
は
學
を
愛
し
、
王
ら
の
文
人
を
可
愛
が
っ
た
。
王
は
、
見
知
ら
ぬ
か
ら
椽 たる
きの
よ
う
に
大
き
く
立
な
筆
を
も
ら
う
を
見
て
、
そ
れ
を
人
に
話
し
た
と
こ
ろ
、
「
き
っ
と
大
手
筆
を
任
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
に
い
な
い
」
と
占
わ
れ
た
。
ま
も
な
く
皇
が
御
し
、
哀
策
（
哀
冊
）
や
謚
議
は
、
ど
れ
も
王
が


す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
も
う
一
つ
、
や
は
り
王
に
關
わ
る
記
事
が
あ
る
。
（
王
）
少
有
才
、
晉
孝
武

、
從
叔
書
令
（
王
）

爲
哀
策
、
出
本
示
、
曰
：「
恨
少
序
物
。」
攬
筆
便
之
、
接
其
「
秋
代
變
」
後
云
：「
霜
廣
除
、
風
回
高
殿
」。
歎
美
、
因
而
用
之
。
（『
南
史
』
23「
王
傳
」）
東
晉
の
孝
武
（
司
馬
、
在
位
373―
397）
が
御
し
た
と
き
、
從
叔
の
書
令
・
王
が
哀
策
を
制
作
し
、
そ
の

稿
を
王
に
見
せ
た
。
王
は
、
「
季
の
表
現
が
不
足
で
す
」
と
言
っ
て
、
筆
を
執
る
な
り
「
秋
代
變
」
の
後
に
「
霜
廣
除
、
風
回
高
殿
」
（
霜
は
廣
除
に
く
、
風
は
高
殿
を
回
る
）
の
二
句
を
書
き
足
し
た
。
王
は
感
心
し
て
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
用
し
た
。
哀
策
の
名
手
を
も
っ
て
自
任
す
る
王
に
し
て
、
な
お
も
最
高
の
で
き
榮
え
を
求
め
て
、
同
族
の

で
あ
る
王
に
相
談
し
た
。
こ
の
話
柄
は
、
當
時
の
文
人
が
哀
策
の
制
作
に
如
何
に
腐
心
し
て
い
た
か
を
傳
え
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
も
う
一
つ
、
哀
策
を
め
ぐ
る
記
事
を
紹
介
す
る
。
太
原
王
秀
昭
於
丹
陽
尹
袁
粲
、
深
見
禮
、
辟
爲
郡

 、
使
!子
從
昭
受
學
。
會
明

、
（
袁
）
粲
"哀
策
文
、
乃
引
（
傅
）
昭
定
其
	製
、
昭
有
其
#焉
。
（『
南
史
』
60「
傅
昭
傳
」）
王
秀
は
、
傅
昭
を
丹
陽
尹
の
袁
粲
に
推
し
、
大
い
に
禮
$さ
れ
た
。
袁
粲
は
傅
昭
を
郡
の

 に
任
じ
、
ま
た
子
等
に
は
彼
の
下
で
學
ば
せ
る
ほ
ど
の
信
%ぶ
り
だ
っ
た
。
宋
の
明
（
劉
&、
在
位
465―
473）
が
御
し
た
と
き
、
袁
粲
が
哀
策
を
作
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
傅
昭
を
召
し
て

稿
を
添
'さ
せ
、
結
果
と
し
て
#分
が
傅
昭
の
筆
に
(る
こ
と
に
な
っ
た
。
袁
粲
の
哀
策
は
佚
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
)
心
し
て
作
ら
れ
た
哀
策
は
、
當
時
少
な
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
哀
策
が
、
文
人
の
大
き
な
關
心
事
と
な
る
の
は
、
東
晉
の
後
期
か
ら
で
あ
ろ
う
。
上
記
の
一
覽
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
東
晉
の
中
期
ま
で
は
闕
名
の
哀
策
が
竝
ん
で
い
る
。
哀
策
の
文
學
*な
で
き
榮
え
、
な
い
し
は
制
作
の
文
學
*個
性
の
+出
よ
り
も
、
皇
の
名
義
に
よ
る
制
作
と
い
う
形
式
に
重
點
が
置
か
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
や
が
て
哀
策
の
文
學
*個
性
が
,價
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
制
作
で
あ
る
誄
と
哀
辭
と
哀
策
（
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文
人
の
名
が
、
表
面
に
現
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
目
す
べ
き
は
、
東
晉
・
文
の
哀
策
で
あ
る
。
『
文
聚
』
で
は
「
闕
撰
人
姓
名
」
と
さ
れ
て
い
る
（

）。
し
か
し
上
記
の
『
晉
書
』
「
王
	傳
」
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
こ
の
哀
策
は
、
王
	が
制
作
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
確

し
た
い
の
は
、
『
文
聚
』
で
、
偶
然
に
作
名
が
缺
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
證
據
に
、
先
立
つ
三
代
の
皇
（

・
康
・
穆
）
の
哀
策
は
「
闕
撰
人
姓
名
」
と
さ
れ
て
お
り
、
文
は
そ
の
續
の
中
に
位
置
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
文
を
繼
い
だ
孝
武
の
哀
策
で
は
、
上
記
『
南
史
』「
王
傳
」
の
記
事
に
裏
付
け
ら
れ
る
り
に
、『
文
聚
』
に
は
王
	の
名
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
實
が
物
語
る
も
の
は
、
一
つ
、
す
な
わ
ち
東
晉
の
文

（
在
位
371―
372）・
孝
武
の
時
期
（
在
位
373―
396）
に
、
哀
策
は
、
制
作
の
名
を
祕
し
な
い
よ
う
に
變
し
た
の
で
あ
る
。
文
は
、
「
好
典
」
に
し
て
、
多
く
の
文
人
を
圍
に
集
め
た
。
ま
た
孝
武
は
後
年
酒
色
に
溺
れ
て

を
と
し
た
人
物
だ
が
、
治
世
の
末
年
に
不
吉
な
「
長
星
」
が
出
現
し
た
と
き
に
、
林
園
の
宴
席
で
酒
杯
を
げ
て
「
長
星
、
勸
汝
一
杯
酒
、
自
古
何
有
萬
天
子
」
と
呼
ば
わ
っ
た
よ
う
に
、
は
な
は
だ
「
文
學
」
な
皇
だ
っ
た
。
皇
の
文
學
へ
の
愛
好
が
、
哀
策
の
制
作
を
、
皇
の
子
か
ら
、
記
名
さ
れ
た
文
人
へ
と
皮
さ
せ
た
と
考
え
て

 い
な
か
ろ
う
。
ま
た
大
局
か
ら
見
れ
ば
、
南
!の
貴
族
文
學
は
、
こ
の
よ
う
な
哀
策
を
め
ぐ
る
一
齣
を
階
梯
と
し
て
、
"
#へ
と
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。
※
制
作
の
記
名
が
、
文
人
に
よ
る
隨
意
の
私
誄
と
軌
を
同
じ
く
し
な
い
こ
と
は
、
意
が
必
$で
あ
る
。
制
作
は
、
あ
く
ま
で
も
①
皇
の
詔
に
よ
る
に
よ
る
%任
、
②
!
&の
史
官
と
し
て
の
執
筆
の
二
つ
を
條
件
と
し
て
受
け
入
れ
、
し
か
も
そ
れ
を
負
の
制
'と
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
公
な
職
務
で
あ
る
こ
と
を
誇
る
こ
と
に
な
る
。
制
作
が
「
史
官
」
「
禮
也
」
の
字
句
に
執
(し
て
哀
策
に
特
記
す
る
の
は
、
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
。
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
〔
謚
議
の
制
度
〕
哀
策
の
確
立
＝
皇
の
)禮
に
お
け
る
哀
策
の
制
度
は
、
一
方
で
謚
議
の
*加
に
よ
っ
て
さ
ら
に
補
+さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
『
文
心
雕
龍
』
に
「
讀
誄
定
謚
」
と
あ
る
よ
う
に
、
,奠
（
出
棺
)禮
）
の
時
に
誄
を
宣
讀
し
て
、
諡
を
定
め
る
。
そ
の
時
に
、
誄
と
は
別
に
「
謚
議
」
の
文
書
が
必
$と
さ
れ
た
か
ど
う
か
、

-以
の
事
.は
分
明
で
は
な
い
。
現
存
す
る
最
古
の
謚
議
は
、
崔
/（
？
―
92）
の
「
章
（
在
位
76―
88）
諡
議
」で
あ
る
。
臣
聞
號
功
之
表
、
諡
行
之
迹
。
據
0
1功
、
各
當
其
實
。
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孝
經
曰
、
「
天
地
明
察
、
明
章
矣
」
。
書
數
堯
之
曰
、
「

章
百
姓
」。
言
天
之
常
也
。
詩
曰
。「

其
章
、
金
玉
其
相
。

文
王
、
綱
紀
四
方
」
。
又
曰
。
「
倬
彼
雲
	、
爲
章
于
天
」
。

文
王

有
金
玉
之
質
、
雲
	之
在
天
也
。
舉
表
折
義
、
四
方
附
矣
。
易
曰
、「
先
天
而
天
不
、
後
天
而
奉
天
時
」。
臣
愚
以
爲
、
宜
上
號
曰「
章
」。
（『
太
御
覽
』
562）
そ
の
後
は
、
蔡
「
和
熹
后
諡
議
」・
何
晏
「
明
（
在
位
227―
239）
諡
議
」
な
ど
、
皇
后
や
皇
に
對
す
る
謚
議
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
鍾
「
處
士
君
號
諡
議
」
・
繆
襲
「
處
士
君
號
諡
議
」
な
ど
の
在
野
の
處
士
に
對
す
る
謚
議
も
行
し
て
作
ら
れ
て
お
り
、
三
國
の
時
期
に
は
對
象
に
つ
い
て
の
身
分
制
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
の
誄
と
同
樣
に
、
謚
議
も
自
由
な
制
作
が
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
謚
議
に
轉
機
が
訪
れ
る
の
は
、
東
晉
の
後
期
で
あ
ろ
う
。
・
（
文
）

好
典
、
與
殷
仲
堪
・
徐
・
王
恭
・
恢
等
竝
以
才
學
文
章
見
昵
於
。
…
…

人
以
大
筆
如
椽
與
之
、
覺
、
語
人
云
、「
此
當
有
大
手
筆
事
」。
俄
而

、
哀
冊
・
諡
議
、
皆

 
!。
（『
晉
書
』
65「
王
傳
」）
・
（
桓
）
"嘗
以
安
 作
文
諡
議
（
#
$）、
以
示
坐
%曰
、
此
謝
安
石
碎
金
也
。
（『
晉
書
』
79「
謝
安
傳
」）
こ
の
二
條
は
、
東
晉
の
文
（
司
馬
&、
在
位
371―
72）の
御
に
際
し
て
の
記
事
で
あ
る
。
'
(（
出
）
で
は
、
哀
策
と
謚
議
が
)
*
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
#目
し
た
い
。
こ
れ
以
後
、
特
に
南
齊
の
時
期
に
は
、
哀
策
と
謚
議
が
組
に
さ
れ
て
制
作
さ
れ
る
の
が
常
態
+す
る
、
そ
の
'例
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
後
(に
つ
い
て
は
、
謚
議
が
、
文
章
（
な
い
し
は
文
學
）
と
し
て
鑑
賞
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
謚
議
は
、
單
に
定
謚
の
た
め
の
實
用
文
で
は
な
く
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
そ
れ
自
體
が
威
儀
と
格
,を
備
え
、
鍛
-さ
れ
た
名
文
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
（
な
お
上
記
二
條
に
據
れ
ば
、
東
晉
・
文
に
は
王
と
謝
安
の
二
人
か
ら
謚
議
が
.ら
れ
た
こ
と
に
な
る
）
/に
、
劉
宋
か
ら
梁
に
か
け
て
の
現
存
す
る
謚
議
（
諡
議
・
諡
策
文
な
ど
）
を
列
記
す
る
。
ま
た
對
應
す
る
哀
策
が
あ
れ
ば
、
)記
す
る
。
【
劉
宋
】
顏
0之
「
武
諡
議
」
⇔
（
謝
靈
1「
宋
武
誄
（
#
2）」）
謝
莊
「
殷
貴
妃
諡
策
文
」
【
南
齊
】
沈
「
齊
武
謚
議
」
沈
「
齊
明
謚
議
」・
任
3「
齊
明
諡
議
」・
謝
4「
齊
明
皇
諡
冊
文
」
⇔
沈
「
齊
明
哀
策
文
」
【
梁
】
誄
と
哀
辭
と
哀
策
（
松
原
）
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沈
「
梁
武

后
謚
議
」
蕭
繹
「
高
武
皇
謚
議
」
⇔
沈
炯「
武
哀
策
文
」
こ
の
中
で
目
さ
れ
る
の
は
、
齊
の
明
（
蕭
鸞
、
在
位
494―
498）
の
場
合
で
あ
る
。
沈
と
任
が「
謚
議
」を
作
り
、
謝
は
「
諡
策
文
」
を
作
り
、
沈
は
「
哀
策
」
を
作
っ
て
い
る
。
中
で
も
沈
は
、
「
謚
議
」
「
哀
策
」
の
兩
方
を
作
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
哀
策
・
謚
議
・
謚
策
を
繰
り
出
す
の
は
、
皇
の
大
喪
を
	嚴
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
同
じ
文
體
を
繰
り
出
す
よ
り
も
、
機
能
を

妙
に

に
す
る
文
體
を
組
み
合
わ
せ
た
方
が
變
を
演
出
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
哀
策
は
、
皇
を
名
義
人
と
す
る
「
威
付
け
ら
れ
た
誄
」
の
樣
式
で
あ
る
が
、
そ
の
威
を
さ
ら
に
補
す
る
た
め
に
謚
議
が
（
さ
ら
に
は
謚
策
が
）
加
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
七
威
さ
れ
た
誄
の
出
現
哀
策
が
、
皇
の
詔
敕
の
下
に
制
作
さ
れ
、
そ
の
こ
と
が
哀
策
の

威
を
高
め
る
こ
と
が
共
の
理
解
と
な
っ
た
。
そ
の
長
に
、
同
樣
に
威
さ
れ
た
誄
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
官
製
の
誄
、
い
う
な
れ
ば
官
誄
の
出
現
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
後
以
來
、
多
く
の
私
誄
が
作
ら
れ
て
き
た
こ
と
と
、
方
向
を
に
す
る
新
し
い
動
き
で
あ
る
。
官
誄
は
、
皇
の
意
向
を
承
け
て
、
特
定
の
人
物
を
顯
彰
す
る
と
き
に
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
『
文
』
に
收
さ
れ
た
二
つ
の
作
品
に
つ
い
て
、
確
し
て
お
き
た
い
。
一
つ
は
、
西
晉
・
潘
岳
の
「
馬
督
誄
」
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
劉
宋
・
顏
之
の「
陽
給
事
誄
」で
あ
り
、
共
に
邊
民
族
と
の
戰
鬪
に
挺
身
し
た
將
軍
の
死
を
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。「
馬
督
誄
」
に
つ
い
て
、
そ
の
序
か
ら
摘
す
る
。
惟
元
康
七
年
（
297）
秋
九
十
五
日
、
晉
故
督
守
關
中
侯
扶
風
馬
君
卒
。
嗚
呼
哀
哉
。
初
、
雍
部
之
、
屬
羌
反
未
弭
、
而


之
又
肆
焉
。
…
…
（
馬
）
敦
固
守
孤
、
獨
當
羣
寇
、
以
少
禦
衆
、
載
離
 
!、
臨
危
奮
"、
保
#
$
。
而
雍
州
從
事
、
忌
敦
勳
效
、
極
推
小
疵
、
非
%以
襃
獎
元
功
。
宜
解
敦
禁
劾
假
授
。
詔
書
遽
許
、
而
子
固
已
下
獄
發
&而
卒
也
。
'
(聞
而
傷
之
、
策
書
曰
…
…
天
)子
)
*已
策
而
+之
、

)臣
)託
)乎
)舊
)史
)之
)末
)、
敢
闕
其
文
哉
。
乃
作
誄
曰
：
…
…
馬
督
は
、
兵
站
基
地
の
置
か
れ
た
縣
（
陝
西
省
隴
縣
の
南
）
の
督
で
あ
っ
た
馬
敦
。
馬
敦
は
、
羌
族
と
族
の
,襲
を
受
け
た
が
、
寡
兵
も
て
頑
に
抵
抗
し
て
を
守
り
-い
た
。
し
か
し
、
彼
の
殊
勳
を
妬
む
.に
よ
っ
て
些
細
な
罪
で
誣
/さ
れ
た
。
そ
の
後
、
釋
放
の
詔
書
が
屆
く
の
を
待
た
ず
に
、
馬
敦
は
獄
中
に
あ
っ
て
&死
し
た
。
'
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彼
の
死
を
悼
ん
で
、
策
書
を
も
っ
て
牙
門
將
軍
を

し
、
さ
ら
に
潘
岳
に
詔
し
て
、
こ
の
誄
を
作
ら
せ
た
。
こ
の
誄
で
目
さ
れ
る
の
は
、
「
天
子
已
策
而
之
、
臣
託
乎
舊
史
之
末
、
敢
闕
其
文
哉
。
乃
作
誄
」
天
子
は
す
で
に
牙
門
將
軍
を

す
る
策
書
を
っ
て
お
り
、
か
く
な
る
う
え
は
自
分
は
舊
史
（
由
あ
る
史
官
）
の
末
に
な
る
	と
し
て
、
文
章
を
書
か
ず
に
お
れ
よ
う
か
、
と
い
う
部
分
で
あ
る
。
潘
岳
は
、
明
ら
か
に
皇

の
詔
を
承
け
て
、

の
史
官
と
し
て
、
こ
の
誄
の
制
作
に
當
た
っ
て
い
る
。
國
に
當
た
っ
て
奮
戰
し
た
將
軍
を
誰
に
も
分
か
る
形
で
顯
彰
す
る
こ
と
は
、
國
威
發
揚
に
缺
く
べ
か
ら
ざ
る
配
慮
で
あ
る
。
皇

は
、
こ
の
「
馬
督
誄
」
を
そ
の
よ
う
な
國
家
の
意
圖
の
中
で
制
作
し
よ
う
と
計
畫
し
、
そ
れ
を
こ
の
と
き
作
（
史
官
）
に
任
官
し
て
い
た
潘
岳
に
委
ね
た
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
こ
の
種
の
誄
が
、
文
人
が
隨
意
に
作
り
う
る
私
誄
と
一
線
を
畫
し
て
い
る
こ
と
は
、
明
白
で
あ
ろ
う
。
に
顏
之
の
「
陽
給
事
誄
」
の
序
を
見
て
み
よ
う
。
惟
永
初
三
年
（
422）
十
一
十
一
日
、
宋
故

司
馬
、
濮
陽
太
守
彭
陽
君
卒
。
嗚
呼
哀
哉
。
…
…
嘉
其
能
、
故
授
以
邊
事
。
永
初
之
末
、
佐
守
滑
臺
。
…
…
幽
騎
弩
、
屯
逼
鞏
洛
。
…
…
而
誓
命
沈
。
佻
身
飛
鏃
。
兵
盡
竭
。
斃
于
旗
下
。
…
…
元
嘉
廓
祚
、

紀
物
。
光
照

、
旌
舊
勳
。
苟
有
於
貞
孝
	、
實
事
感
於
仁
明
。
末
臣
蒙
固
、
側
聞
至
訓
。
敢
詢
 
!典
、
而
爲
之
誄
。
其
辭
曰
…
…
陽
（
？
―
422）
は
、
滑
臺
（
山
東
"州
）
を
守
備
す
る
副
將
だ
っ
た
。
た
ま
た
ま
武

（
劉
裕
）が
#じ
た
隙
を
$い
て
、
北
魏
軍
は
南
下
し
、
陽
は
こ
れ
を
%
&し
た
。
し
か
し
'將
（
王
景
度
）
は
い
ち
早
く
(
走
し
、
陽
も
奮
戰
も
む
な
し
く
敵
)に
斃
れ
、
滑
臺
は
*
+す
る
。
そ
の
二
年
後
、
文

（
劉
義
,、
在
位
424―
453）
が
-位
し
て
元
嘉
と
改
元
（
424）
し
た
と
き
、
か
つ
て
殊
勳
あ
る
	を
顯
彰
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。「
末
臣
蒙
固
、
側
聞
至
訓
。
敢
詢
 
!典
、
而
爲
之
誄
」
末
臣
で
あ
る
自
分
は
愚
昧
で
は
あ
る
が
、
天
子
の
至
訓
（
詔
）を
漏
れ
承
り
、
史
書
（
!典
）
の
作
法
に
倣
っ
て
誄
を
作
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
一
.は
、
先
の
潘
岳
の
「
馬
督
誄
」
の
字
句
を
踏
襲
し
つ
つ
書
き
改
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
篇
の
誄
は
、
皇

の
詔
を
承
け
て
、
史
官
と
し
て
制
作
に
從
事
す
る
、
と
い
う
形
式
を
踏
む
も
の
で
あ
り
、
「
官
誄
」
の
典
型
と
な
っ
て
い
る
。
「
官
誄
」
は
、
哀
策
を
生
み
出
し
た
そ
の
同
じ
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
溢
れ
出
て
、
誄
を
卷
き
/ん
だ
結
果
で
あ
る
。
「
官
誄
」
の
出
現
に
は
、
二
つ
の
事
0が
働
い
て
い
る
。
一
つ
は
、
皇

は
誄
の
制
作
を
下
命
す
る
誄
と
哀
辭
と
哀
策
（
松
原
）
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こ
と
に
よ
っ
て
、
み
ず
か
ら
の
言
論
支
配
を
誇
示
し
よ
う
と
し
た
た
め
で
あ
り
、
體
に
は
、
國
家
力
に
向
か
っ
て
輿
論
の
誘
を
試
み
た
た
め
で
あ
る
。
顯
彰
さ
れ
た
人
物
が
、
い
ず
れ
も
將
軍
で
、
外
民
族
の
攻
と
い
う
（
中
國
の
）
國
の
中
で
殊
勳
を
建
て
た
人
物
で
あ
る
こ
と
は
、
偶
然
で
は
な
い
。
も
う
一
つ
は
、
文
人
の
側
も
そ
の
動
き
に
先
呼
應
し
た
た
め
で
あ
る
。
誄
の
作
	と
し
て
皇

か
ら
任
さ
れ
る
こ
と
は
、
文
人
と
し
て
の
榮
で
あ
る
。
し
か
も
誄
は
、
後
以
來
の
私
誄
の
行
・
濫
作
の
中
で
價
値
が
下
し
、
典
禮
の
文
體
が
持
つ
べ
き
「
威
嚴
」
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
文
人
は
、
衆
人

の
典
禮
の
場
に
お
い
て
き
た
い
と
願
う
も
の
で
あ
る
。
威
嚴
に
滿
ち
た
「
官
誄
」
は
、
今
一
度
そ
の
よ
う
な
文
人
の
志
向
に
投
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
關
心
を
取
り
付
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
文
』
が
、
誄
を

す
る
中
で
あ
え
て
潘
岳
「
馬
督
誄
」
・
顏
之
「
陽
給
事
誄
」
を
收
め
て
い
る
こ
と
は
、
「
官
誄
」
が
文
人
た
ち
に
目
さ
れ
た
こ
と
の
證
左
で
あ
る
。
八
誌
の
流
行
と
誄
の
凋

哀
策
が

期
と
な
っ
た
宋
・
齊
の
時
代
に
な
る
と
、
誄
は
發
展
分
し
て
、
誄
（
私
誄
と
官
誄
）・
哀
辭
・
哀
策
を
含
み
ん
だ
群
體
を
形
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
、
最
後
に
私
誄
の
行
方
を
見
屆
け
た
い
。
後
の
中
期
以
か
ら
魏
晉
に
か
け
て
は
、
誄
に
對
す
る
制
は
限
り
な
く
め
ら
れ
（

）、
文
人
の
自
由
な
制
作
に
任
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
私
誄
と
は
、
こ
の
よ
う
な
自
由
な
誄
を
否
定
な
 點
か
ら
呼
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
呼
び
方
は
ど
う
で
あ
れ
、
誄
が
、
本
來
の
!奠
（
出
棺
の
"禮
）
に
お
け
る
宣
讀
の
場
か
ら
#離
し
、
そ
の
結
果
、
誄
の
據
っ
て
立
つ
基
盤
が
動
搖
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
は
、
事
實
で
あ
る
。
し
か
も
私
な
立
場
を
表
明
し
て
死
	を
哀
悼
す
る
哀
$辭
$
が
%出
し
、
そ
の
一
方
で
は
、
公
力
の
支
持
を
背
景
に
皇

の
&御
を
'悼
す
る
哀
$策
$が
確
立
し
た
(況
の
中
で
、
取
り
殘
さ
れ
た
誄
（
私
誄
）
は
一
)そ
の
輪
郭
を
曖
昧
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
誄
は
、
梁
以
、
明
ら
か
に
衰
*の
局
面
に
入
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
+
,な
理
由
は
、
東
晉
以
に
-
.し
た
/誌
（

0）の
、
こ
の
時
期
に
至
っ
て
の
流
行
で
あ
る
。
/誌
は
、
/
1を
代
替
す
る
も
の
と
し
て
出
現
す
る
。
す
で
に
2べ
た
よ
う
に
、
建
安
十
年
（
205）
に
魏
・
曹
操
が
發
令
し
、
兩
晉
時
代
に
か
け
て
繰
り
3さ
れ
た
/
1禁
令
に
よ
っ
て
、
/
1の
制
作
は
抑
壓
さ
れ
た
（
５
參
照
）。
そ
の
禁
1を
4れ
る
方
便
と
し
て
、
/中
に
埋
め
る
/誌
が
目
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
禁
1の
直
後
で
あ
る
魏
晉
の
時
期
は
、
恰
も
誄
の

期
に
當
た
っ
て
い
て
、
哀
傷
の
文
章
を
綴
ろ
う
と
す
る
文
人
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
專
ら
誄
に
集
中
す
る
こ
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
六
集
20
と
に
な
っ
た
。
誌
が
文
人
た
ち
に
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
や
や
れ
た
劉
宋
の
時
期
と
考
え
て
良
い
。
大
明
故
事
、
太
子
妃
玄
宮
中
有
石
誌
。
參
議
銘
不
出
禮
典
。
宋
元
嘉
中
、
顏
作
王
球
石
誌
。
素
族
無

。
策 。
、
故
以
紀
	。
自
爾
以
來
、
王
公
以
下
、
咸
共

用
。
儲
妃
之
重
、
禮
殊
恆
列
、
有
哀 。
策 。
、
謂
不
須
石
誌
。
（『
南
齊
書
』
10禮
下
）
劉
宋
の
大
明
年
（
454―
464）
の
故
事
だ
が
、
皇
太
子
妃
の
室
に
石
の
誌
が
埋
め
ら
れ
た
。
誌
銘
は
、
禮
の
典
に
書
か
れ
て
い
な
い
。
宋
の
元
嘉
年
（
424―
453）、
顏
之
（

）が
王
球
の
誌
を
作
っ
た
。
門
の
た
ち
に
は

や
策
（
誄
・
哀
策
）
が
な
い
の
で
、
誌
を
用
い
て
行
を
記
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
王
公
以
下
、
皆
な
誌
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
皇
太
子
妃
の
重
い
立
場
で
は
、
禮
は
一
般
と
は
な
っ
て
嚴
格
で
あ
る
べ
き
で
、
哀
策
が
あ
る
以
上
は
、
誌
は
必
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
目
し
た
い
こ
と
は
、
誌
は
門
が
利
用
す
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
皇
太
子
妃
の
よ
う
な
身
分
で
は
哀
策
が
あ
る
の
で
、
誌
は
必
な
い
、
つ
ま
り
身
分
條
件
に
お
い
て
、
誌
と
哀
策
は
截
然
と
役
分
擔
が
あ
る
、
と

張
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
南
齊
は
、
哀
策
が
最
も
完
備
し
た
時
期
で
あ
り
、
禮
制
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
哀
策
と
誌
の
排
他

な
補
完

關
係
が
張
さ
れ
る
の
は
、
自
然
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
興
味
深
い
の
は
、
哀
策
の
對
象
と
な
り
得
な
い
皇
・
皇
后
・
皇
太
子
・
皇
太
子
妃
以
下
の
皇
族
（
公
）
に
つ
い
て
、
正
し
く
誌
が
制
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
謝
莊
「
豫
章
長
公


誌
銘
」
王
融
「
永
嘉
長
公


誌
銘
」
謝
「
臨
公


誌
銘
」「
新
安
長
公


誌
銘
」
誌
は
、
梁
以
、
哀
策
が
用
さ
れ
な
い
領
域
、
つ
ま
り
そ
れ
ま
で
は
誄
が
擔
當
し
て
い
た
領
域
に
向
か
っ
て

に

し
て
い
っ
た
。
誄
と
誌
銘
の
役
の
交
替
を
示
す
好
例
が
、
梁
の
後
 期
を
代
表
す
る
文
人
、
!文
・
蕭
綱
（
503―
551）
と
元
・
蕭
繹
（
508―
55）
で
あ
る
。
蕭
綱
の
作
っ
た
誌
銘
は
十
四
篇
の
多
き
を
數
え
、
こ
れ
に
對
し
て
誄
は
わ
ず
か
に「
司
徒
始
興
忠
武
王
誄
」
の
一
篇
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
蕭
繹
の
場
合
は
、
誌
銘
は
八
篇
、
誄
は
皆
無
と
な
っ
て
い
る
。
誄
と
誌
銘
の
"長
は
、
鮮
や
か
な
ま
で
に
對
照
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
傾
向
は
、
隋
#以
に
も
長
く
引
き
繼
が
れ
る
こ
と
に
な
る
。
結
語
魏
晉
南
$の
%四
百
年
は
、
誄
が
、
&禮
の
文
學
の
中
心
を
な
し
て
い
た
。
曹
操
に
よ
る

禁
令
を
承
け
て
、

は
殆
ど
"滅
し
、
そ
誄
と
哀
辭
と
哀
策
（
松
原
）
21
の
空
白
を
埋
め
る
よ
う
に
誄
が
流
行
し
た
の
で
あ
る
。
誄
は
、
文
人
た
ち
の
創
作
力
を
收
し
な
が
ら
長
し
、
哀
辭
・
哀
策
と
い
う
二
つ
の
文
體
を
出
す
る
こ
と
に
な
る
。
哀
辭
は
、
幼
兒
も
含
め
て
公
な
場
面
の
功
績
を
積
ま
な
い
た
ち
を
悼
す
る
文
體
と
し
て
熟
し
た
。
ま
た
哀
策
は
、
皇
を
名
義
人
と
し
、
實
際
の
制
作
に
當
た
る
文
人
を
皇
の
代
理
人
と
し
て
制
作
さ
れ
る
誄
の
特
例
で
あ
り
、
皇
・
皇
后
・
皇
太
子
・
皇
太
子
妃
を
悼
す
る
文
體
と
し
て
熟
し
た
。
哀
辭
と
哀
策
の
熟
を
承
け
て
、
宋
齊
の
	は
、
こ
の
誄
と
哀
辭
と
哀
策
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役

を
分
擔
し
な
が
ら
鼎
立
す
る
時
期
と
な
っ
た
。
し
か
し
梁
以
に
は
そ
の
均
衡
が
れ
、
そ
れ
ま
で
誄
が
擔
當
し
て
い
た
部
分
が
新
來
の
誌
に
よ
っ
て
取
っ
て
代
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
、
本
考
察
に
お
い
て
筆
が
辿
り
い
た
一
應
の
結
論
で
あ
る
。
【
】
１
『
禮
記
・
檀
弓
上
』
に
「
天
不
耆
老
、
莫
相
予
位
焉
。
嗚
呼
哀
哉
。
尼
父
」。『
左
傳
』
哀
公
十
六
年
に
「
旻
天
不
弔
、
不
憖
一
老
、
俾
屏
余
一
人
以
在
位
、
煢
煢
余
在
疚
。
嗚
呼
哀
哉
。
尼
父
。
無
自
律
」。
２
『
禮
疏
』
26「
春
官
・
大
史
」
に
「
（
＝
奠
）
之
日
讀
誄
」。
そ
の
「
鄭
玄
」
に
「
、
謂
廟
之
庭
大
奠
、
將
行
時
也
」
と
あ
る
。
「
」
は
奠
、
つ
ま
り
出
棺
に
際
し
て
供
物
を
獻
げ
る
儀
式
。
３
『
文
』
に
は
「
甘
泉
賦
」
「
獵
賦
」
「
長
楊
賦
」
「
解
嘲
」
「
趙
充
國
頌
」「
劇
秦
美
新
」
が
收
め
ら
れ
、
こ
れ
以
外
に
『
太
玄
經
』『
法
言
』
『
方
言
』
な
ど
の
作
も
あ
る
。
４
『
書
』
98元
后
傳
に
「
太
后
年
八
十
四
、
建
國
五
年
二
癸
丑
。
三
乙
酉
、
合
渭
陵
。（
王
）
莽
詔
大
夫
揚
雄
作
誄
曰
：
太
陰
之
、
沙
麓
之
靈
、
作
合
於
、
配
元
生
。
…
…
」
５

禁
令
は
、
そ
の
後
も
三
回
、
魏
の
初
三
年
（
二
二
二
年
）
・
西
晉
の
咸
四
年
（
二
七
八
）
・
東
晉
の
義
煕
初
年
（
四
〇
五
）
に
出
さ
れ
て
い
る
。
參
照
：
林
香
奈
「
魏
六
の
誄
に
つ
い
て
―

と
の
關
 を
中
心
に
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
45、
1993年
）
６
魏
晉
の
時
代
に
、
挽
歌
が
禮
を
離
れ
て
、
結
婚
式
な
ど
の
!宴
・
酒
宴
に
お
い
て
も
好
ん
で
歌
わ
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
時
代
の
美
思
"
の
反
映
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
つ
に
は
、
永
#の
國
と
思
わ
れ
て
い
た
の
滅
$を
目
の
當
た
り
に
し
、
ま
た
戰
亂
の
續
發
を
自
ら
體
驗
し
た
知
識
人
の
厭
世
感
%が
背
景
に
あ
る
。
し
か
し
文
學
論
と
し
て
そ
れ
以
上
に
重
&な
'點
と
な
る
の
は
、
個
の
自
覺
が
、
死
の
(題
に
よ
っ
て
覺
醒
さ
れ
、
)面
に
押
し
出
さ
れ
た
結
果
と
考
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
集
團
の
中
に
あ
る
歌
*
抒
%か
ら
、
個
の
自
覺
を
出
發
點
と
す
る
創
作
詩
歌
へ
の
轉
換
は
、
多
く
の
場
合
、
死
の
(題
の
中
で
+行
す
る
の
で
あ
る
。
柿
本
人
,呂
が
、
挽
歌
の
歌
人
で
あ
っ
た
よ
う
に
。
７
陳
羣
「
諫
諡
皇
女
淑
-原
公
(疏
」
（
『
.三
國
文
』
26）
は
、
皇
女
の
た
め
に
諡
を
定
め
た
こ
と
を
諫
め
て
、
「
八
/下
殤
。
禮
0不
1。
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
六
集
22
況
未
朞
。
而
以
人
禮
之
。
加
爲
制
。
舉
素
衣
。
夕
哭
臨
。
自
古
以
來
。
未
有
此
比
」
と
べ
る
。
ま
た
『
三
國
志
』
25「
魏
志
」
楊
阜
傳
に
「
愛
女
淑
未
期
而
夭
。
痛
之
甚
、
	封

原
公
、
立
廟
洛
陽
、
於
南
陵
、
將
自
臨
。（
楊
）
阜
上
疏
曰
、「
文
皇
・
武
宣
皇
后
、
陛
下
皆
不

、
以
重
稷
備
、
不
也
。
何
至
孩

之
赤
子
、
而
可

也
哉
」。
不
從
」。
８
孫
惠
「
三
馬
哀
辭
序
」
に
、
「
余
于
物
特
留
心
。
而

三
馬
。
壹
時
離
羈
。
感
田
子
之
愛
。
作
哀
文
云
爾
」
（
『
太

御
覽
』
359・
『
晉
文
』
115）。「
哀
辭
」
と
「
哀
文
」
が
同
義
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
９
哀
辭
の
代
に
始
ま
る
形


の
考
察
は
、
後
秋
正
「
哀
辭
考
」
（
『
中
國
中
世
の
哀
傷
文
學
』
文
出
版
、
一
九
九
八
年
）
、
ま
た
金
明
「
論
哀
辭

生
」（『
魏
晉
南
北
誄
文
究
』
人
民
文
學
出
版
、
二
〇
〇
五
年
に
詳
し
い
。

10
誄
に
は
本
來
、
嚴
格
な
身
分
規
定
が
あ
っ
た
。
『
文
心
雕
龍
』
誄

第
十
二
に
「
雖
有
誄
、
未
被
於
士
」
、
つ
ま
り
で
は
、
下
 貴
族
の
士
は
誄
を
!る
對
象
で
は
な
か
っ
た
。

11
西
晉
・
孫
楚
の
「
和
氏
外
孫
小
同
哀
文
」
に
「
杪
末
嬰
孩
。
安
足
稱
誄
」
、
つ
ま
り
嬰
孩
に
對
し
て
は
、
誄
を
稱
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
『
文
心
雕
龍
』
哀
弔
第
十
三
に
は
「
哀（
辭
）」
に
つ
い
て
「
不
在
髮
（
老
人
）、
必
施
夭
昏
（
夭
折
）」。

12
哀
辭
は
、
そ
の
名
稱
が
安
定
し
て
い
な
い
。
「
…
哀
辭
」
と
な
る
も
の
が
最
も
多
い
が
、「
哀
…
辭
」「
…
哀
文
」「
哀
…
文
」「
悲
…
辭
」
の
"題
も
存
在
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
哀
辭
の
對
象
が
樣
々
で
あ
り
、
誄
の
よ
う
に
樣
式
を
典
型
#で
き
な
か
っ
た
こ
と
と
關
係
す
る
で
あ
ろ
う
。
哀
辭
が
、
誄
と
補
完
關
係
と
な
り
得
た
の
も
、
こ
の
多
樣
性
の
た
め
で
あ
る
。

13
哀
辭
の
對
象
の
擴
大
は
、
潘
岳
と
同
時
代
の
孫
楚
（
？
―
293）
に
も
見
ら
れ
る
。
そ
の
「
胡
母
夫
人
哀
辭
」
（
『
晉
文
』
60）
は
、
胡
母
（
複
姓
）
夫
人
が
、
$
%を
讃
え
つ
つ
そ
の
死
を
哀
悼
し
た
哀
辭
で
あ
る
。「
滔
滔
&川
、
'
'雲
。
乃
眷
洪
族
、
裁
育
(
)。
幼
挺
*烈
、
暉
光
日
新
。
有
美
其
猗
、
有
虎
其
文
。
+
,春
*、
志
-秋
霜
。
邂
逅
之
.、
遘
茲
良
會
。
豈
惟
中
饋
、
義
形
于
外
。
恆
憑
賢
明
、
以
自
休
/。
冀
享
永
年
、
偕
老
一
世
。
景
命
伊
何
、
忽
然
長
0」。

14
『
後
書
・
禮
儀
下
・
大
喪
』
に
1奠
（
出
棺
時
の
儀
禮
）
を
べ
て
、
「
治
禮
引
太
尉
入
就
位
、
大
行
車
西
少
南
、
東
面
奉
謚
策
、
太
史
令
奉
哀
策
立
後
、
太
常
跪
曰
「
2」
、
皇

2。
太
尉
讀
謚
策
、
藏
金
匱
。
皇

3科
藏
于
廟
。
太
史
奉
哀
策
葦
篋
詣
陵
。
太
尉
旋
復
公
位
、
再
拜
立
。
太
常
跪
曰
「
哭
」
、
大
鴻
臚
傳
哭
、
十
五
舉
4、
止
哭
。
太
常
行
1奠
皆
如
禮
。
5哭
止
哭
如
儀
」
。
哀
策
は
、
誄
と
同
樣
に
1奠
の
儀
禮
の
中
で
奉
ぜ
ら
れ
る
。
な
お
哀
策
は
、
諡
の
根
據
と
な
る
%行
を
べ
、
そ
れ
を
承
け
て
謚
策
が
諡
を
定
め
る
、
と
い
う
機
能
分
擔
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

15
『
儀
禮
』
6夕
第
十
三
に
「
書
7於
方
」
（
7を
方 い
たに
記
8す
る
）
、
ま
た
「
人
之
史
5讀
7」
（
柩
車
の
出
發
に
當
た
り
、
喪
の
史
官
が
願
い
出
て
7を
讀
み
上
げ
る
）
と
あ
る
。

16
『
後
書
』
５
「
景
紀
」
に
「
中
元
二
年
（
57）
春
三
令
9侯
誄
と
哀
辭
と
哀
策
（
松
原
）
23
王
薨
…
…
大
鴻
臚
奏
謚
誄
策
」
。
顏
師
古
に
「
應
邵
曰
、
侯
王
皆
屬
大
鴻
臚
、
故
薨
奏
其
行
、
亦
賜
與
謚

哀
策
・
誄
文
也
」
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
「
謚
誄
策
」
と
は
「
謚
・
誄
・
策
」
の
三
を
指
し
、
後

の
期
に
は
、
王
に
哀
策
を
	る
規
定
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
の
「
策
」
が
、
後
末
期
の
王
劭
の
言
う
よ
う
に
「
哀
策
」
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
嚴
密
に
は
不
明
で
あ
る
。「
誄
策
」（
誄
を
記
し
た
策 ふ
だ）
の
解
釋
も
、
ま
た
三
字
で
「
謚
誄
の
策
」
の
解
釋
も
、
あ
る
い
は
「
誄
と

策
（

の
明
細
を
記
し
た
策
）
」
の
解
釋
も
り
立
ち
う
る
。

17
哀
策
の
頭
に
、
「
維
龍
二
年
三
壬
申
。
皇
太
后
梓
宮
殯
。
將
于
首
陽
之
西
陵
。
哀
子
皇

叡
。
親
奉
冊
載
。
親
奠
。
…
…
」
と
あ
る
。

18
哀
策
の
對
象
は
、
そ
の
後
擴
大
し
、
皇
・
皇
后
・
貴
妃
・
皇
太
后
・
太
子
・
太
子
妃
ま
で
と
な
る
。

19
『
文
』
に
收
め
る
謝
莊
の
「
宋
孝
武
宣
貴
妃
誄
」
は
、
『
南
史
』
卷
11「
后
妃
傳
」
に
は
「
謝
莊
作
哀
策
文
奏
之
」
と
あ
り
、
誄
と
哀
策
の
混
亂
が
見
ら
れ
る
。
兩
の

を
示
す
事
例
で
あ
る
。

20
司
馬
衷
（
西
晉
惠
）
「
愍
懷
太
子
哀
策
」
（
『
晉
書
』
「
愍
懷
太
子
傳
」
收
）は
、「
皇

臨
軒
、
使
洗
馬
劉
務

於
皇
太
子
之
殯
、
曰
」
と
い
う
言
辭
で
始
め
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
哀
策
を
宣
讀
し
た
「
洗
馬
劉
務
」
が
實
際
の
制
作
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
名
義
人
と
し
て
の
皇

と
、
名
の
實
作
と
の
關
係
を
窺
わ
せ
る
事
例
と
い
え
よ
う
。

21
曹
丕
が
、
功
績
も
な
い
幼
い
皇
女
の
た
め
に
「
故
原
公
誄
」
を
作
っ
た
の
も
、
誄
の
規
定
の

で
あ
る
。
皇
み
ず
か
ら
が
、
禮
制
に
無
頓
だ
っ
た
事
例
と
な
る
。
７
參
照
。

22
や
や
 い
東
晉
の
事
例
で
あ
る
が
、
『
晉
書
』
67「
!超
傳
」
に
は
、
「
貴
賤
」
の
た
ち
が
誄
を
	っ
た
と
明
記
さ
れ
る
。「
凡
（
!）
超

交
友
、
皆
一
時
秀
美
、
雖
"門
後
#、
亦
拔
而
友
之
。
死
之
日
、
貴

賤
操
筆
而
爲
誄
四
十
餘
人
、
其
爲
衆
宗
貴
如
此
」。

23
哀
策
は
、
誄
と
同
樣
に
、
出
棺
の
禮
の
場
で
宣
讀
さ
れ
た
。
「
陳
永
定
三
年
七
、
武

$。
新
除
%書
左
丞
&持
稱
：
晉
宋
以
來
、
皇
大
行
儀
、
未
一
日
、
南
郊
太
廟
、
奏
策
奉
諡
。
梓
宮
將
登
'
(、
侍
中
版
奏
、
已
稱
某
諡
皇
。
奠
、
出
於
陛
階
下
、
方
以
此
時
、
乃
讀
哀
策
」
（
『
隋
書
』
８
禮
儀
三
）
。
晉
宋
以
來
の
皇
の
大
喪
儀
禮
で
は
、
（
埋
に
先
立
つ
出
棺
の
祭
禮
）
の
日
に
、
南
郊
の
太
廟
に
至
っ
て
、
哀
策
と
諡
號
を
奉
獻
す
る
。
梓
宮
（
殯
宮
）
か
ら
柩
車
に
乘
せ
る
と
き
に
、
侍
中
が
版
（
板
）
に
記
さ
れ
た
皇
の
諡
號
を
稱
え
る
。
出
棺
の
獻
げ
も
の
を
奠
え
、
棺
を
階
下
に
下
ろ
し
た
と
き
に
、
哀
策
を
讀
み
上
げ
る
。

24
『
南
史
』
11「
后
妃
傳
」
に
「
謝
莊
作
哀
策
文
奏
之
。
臥
覽
讀
、
)坐
流
涕
、
曰
：
不
謂
、
當
今
復
有
此
才
。
*下
傳
寫
、
紙
+爲
之
貴
」。
『
宋
書
』
85「
謝
莊
傳
」
に
は
「
初
世
寵
,殷
貴
妃
薨
、（
謝
）
莊
爲
誄
云
」。
こ
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
哀
策
・
誄
の
兩
方
の
表
記
が
あ
り
、
混
亂
し
て
い
る
。
こ
の
混
亂
自
體
が
、
哀
策
と
誄
が
本
同
根
の
文
體
で
あ
る
こ
と
の
傍
證
で
も
あ
る
。

25
そ
の
よ
う
な
價
値
-は
、
下
っ
て
は
初
.の
文
人
を
も
支
配
し
て
い
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
六
集
24
た
こ
と
を
、
の
劉
「
國
傳
記
」
（
『
太
御
覽
』
596「
哀
策
」

引
）
の
記
事
は
物
語
る
。
「

良
爲
太
宗
哀
策
文
、
自

	、
馬


入
人
家
而
不
覺
也
」。「
崔
融
司
業
作
武
后
哀
文
、
因
發
疾
而
卒
。
時
人
以
三
二
百
年
來
無
此
文
」。
な
お
後
は
、『
隋
嘉
話
』
下
卷
に
も
こ
れ
と
同
じ
條
文
が
あ
る
。

26
嚴
可
均
『
晉
文
』
は
こ
の
哀
策
に
つ
い
て
『
文
聚
』
を
料
と
す
る
の
で
、
當
然
「
闕
名
」
と
表
記
す
る
。

27
謝
安
「
文
諡
議
」
：
「
案
諡
法
、
一
不
懈
曰
、


聞
曰
文
。
易
而
天
下
之
理
得
。
觀
乎
人
文
、

天
下
。
儀
之
景
行
、
有
彷
彿
。
宜
號
曰
太
宗
。
諡
曰
文
」
。
（
『
晉
文
』
83・
『
世
新
語
』
文
學
篇
の
劉
孝
標

引
の
劉
之
『
晉
紀
』）

28
こ
の
謝
靈
の
誄
は
、
み
ず
か
ら
を
「
下
臣
」
と
稱
し
て
、
皇
の
意
を
向
か
え
て
の
制
作
で
あ
る
こ
と
が
く
暗
示
さ
れ
て
い
る
。
「
矧
伊
下
 臣
 、
思
戀
徘
徊
。
敢
!
"典
、
式
#
$徽
。
乃
作
誄
 曰
」
。
「
誄
」
を
稱
し
て
い
る
が
、
實
質
は
哀
策
に
接
%し
た
作
品
で
あ
る
。

29
但
し
&會
'功
績
の
な
い
幼
兒
と
無
官
職
に
對
し
て
は
、
誄
の
制
作
が
抑
制
さ
れ
た
。
哀
辭
の
發
生
は
、
こ
の
誄
の
不
備
を
補
完
す
る
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
は
上
#し
た
。

30
東
晉
初
期
の
例
に
「
謝
鯤
(誌
」
。
(誌
の
由
來
に
つ
い
て
は
、

５

)の
林
論
文
參
照
。

31
「
顏
*」
は
「
顏
*之
」
の
譌

で
あ
ろ
う
。
嚴
可
均
『
齊
文
』
26で
は
「
參
議
太
子
妃
石
誌
」
と
し
て
こ
の
『
南
齊
書
』
の
一
段
を
收
+。
そ
こ
で
は
「
顏
*之
」
に
改
め
る
。
【
附
記
】
,預
『
會
稽
典
+』
に
「
魏
曹
植
爲
東
阿
王
。
東
阿
王
有
三
十
-銘
、
多
非
實
、
植
皆
毀
除
之
」
（
『
北
堂
書
鈔
』
102）
こ
れ
に
據
れ
ば
、
曹
植
は
(
-銘
を
三
十
篇
制
作
し
た
が
、
.
/が
多
い
（
多
非
實
）
た
め
に
、
自
ら
廢
棄
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
事
實
は
、
禁
-を
承
け
て
廢
棄
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
.
/が
多
い
點
で
は
、
誄
も
大
同
小
0で
あ
る
。
誄
と
哀
辭
と
哀
策
（
松
原
）
25
